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(57)【要約】
【課題】入賞部へ遊技球を好適に誘導可能な遊技機を提
供する。
【解決手段】下可変入賞口８２ｂは、その上端が傾斜領
域３２２の後側に位置する高さに設定され、傾斜領域３
２２に対して傾斜領域３２２の連続する方向側に重なっ
て開口されている。下可変入賞口８２ｂの開放状態にお
いては、傾斜領域３２２を形成する前側傾斜面３３２ａ
に前側を支持されつつ後方斜め下側に向かって遊技球は
進行し、遊技球の一部分が下可変入賞口８２ｂの開口内
に進入した後、遊技球が下開閉板部３０３ａの支持面３
５２に衝突し、支持面３５２の傾斜に沿って後方側に誘
導されて、下可変入賞口８２ｂに遊技球が入賞する。前
側傾斜面３３２ａと下開閉板部３０３ａとによって形成
される遊技球の進路の角度変化は少なくすることができ
、下可変入賞口８２ｂ内へ遊技球を迅速に進入させるこ
とができる。
【選択図】　図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下する遊技領域に、遊技球が入球した場合に賞球が払い出される入賞部が設
けられた遊技機において、
　前記入賞部に遊技球が流入可能な第１位置と、該第１位置より前記入賞部へ遊技球が流
入し難い又は遊技球が流入し得ない第２位置との間を変位する動作部材を備え、
　前記入賞部より高い位置には、前記遊技領域の一部を構成する領域であって、後方斜め
下側に向かって遊技球を流下させる傾斜領域が設けられ、
　前記入賞部は、前記遊技領域を流下する遊技球が前記第１位置に配置された前記動作部
材によって後方側に誘導されるように前記遊技領域の後側にて前方側に開口形成され、前
記傾斜領域の連続する方向に沿った後方斜め下側に重なる高さ位置に設けられていること
を特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記傾斜領域及び前記入賞部の前側に位置する流下領域の前面側を形成する部位であっ
て、透光性を有する材料により形成された前面側カバー部と、
　前記前面側カバー部を含む前記遊技領域の全体又は大部分の前側を覆う、透光性を有す
る材料により形成された遊技領域カバー部材と、
　該遊技領域カバー部材と、前記前面側カバー部との間に形成される装飾空間に設けられ
る、所定の装飾が付された装飾部とを備え、
　前記入賞部は、前記装飾空間に対して後側に重なる高さ位置に設けられ、
　前記前面側カバー部は、前記傾斜領域の前側を形成する部位の表面が後方斜め上側を向
き、前記所定の流下領域を流下する遊技球の下側を支持して後方斜め下側に向かって遊技
球を流下させる下側支持部を備え、
　前記前面側カバー部の下側支持部と前記遊技領域カバー部材との間には、前記装飾空間
の少なくとも上部が、上側ほど次第に前後の隙間幅が狭まる形にて形成され、
　前記装飾部は、前記第２入賞部に重なる重複位置と、当該重複位置に比べて前記入賞部
に重ならない動作位置との間を変位可能に構成されていることを特徴とする請求項１記載
の遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
  遊技機の一種であるパチンコ機は、遊技球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊
技盤を備えている。遊技盤には、遊技領域を流下する遊技球を必要に応じて入賞口に入賞
させることができる可変入賞装置（入賞装置）が設けられ、この入賞装置は、遊技球が入
球可能な開口である入賞口（入賞部）と、この入賞口を閉鎖した閉鎖位置と開放した開放
位置との間を変位する動作部材と、入賞口に入球した遊技球を検出するセンサとを備えて
いる。通常の遊技状態では、遊技球が入賞できない閉鎖位置に動作部材が配置され、遊技
者にとって有利な遊技状態（例えば大当たり状態）になると、遊技球が入賞しやすい開放
位置と通常の閉鎖位置との間を繰り返して変位するようになっている（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２３９０１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、遊技領域を下方に向かって落下する遊技球に対して、動作部材により下
側を支持しつつ遊技盤の後側に遊技球の進路を変化させて入賞部内へ遊技球を進入させる
構成においては、遊技領域内から入賞部内へ誘導される過程において進路の変化する角度
が大きくなり易く、入賞部の入口部分で遊技球が周辺部品に衝突を繰り返すなど、遊技球
を円滑に入賞部内へ誘導することが難しい場合が生じ得る。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、入賞部へ遊技球を好適に
誘導可能な遊技機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決すべく、請求項１記載の発明は、
　遊技球が流下する遊技領域に、遊技球が入球した場合に賞球が払い出される入賞部が設
けられた遊技機において、
　前記入賞部に遊技球が流入可能な第１位置と、該第１位置より前記入賞部へ遊技球が流
入し難い又は遊技球が流入し得ない第２位置との間を変位する動作部材を備え、
　前記入賞部より高い位置には、前記遊技領域の一部を構成する領域であって、後方斜め
下側に向かって遊技球を流下させる傾斜領域が設けられ、
　前記入賞部は、前記遊技領域を流下する遊技球が前記第１位置に配置された前記動作部
材によって後方側に誘導されるように前記遊技領域の後側にて前方側に開口形成され、前
記傾斜領域の連続する方向に沿った後方斜め下側に重なる高さ位置に設けられている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、入賞部へ遊技球を好適に誘導可能な遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】パチンコ機の正面図である。
【図２】前方から見たパチンコ機の斜視図である。
【図３】パチンコ機の主要な構成を展開して示す斜視図である。
【図４】パチンコ機の主要な構成を展開して示す斜視図である。
【図５】中間ユニットの正面図である。
【図６】遊技盤の正面図である。
【図７】中間ユニットの背面図である。
【図８】裏パックユニットの背面図である。
【図９】パチンコ機の背面図である。
【図１０】（ａ）は、遊技盤の入賞装置周辺を示す正面図であり、（ｂ）は、図１０（ａ
）のＡ－Ａ線における断面図である。
【図１１】上下の可変入賞口の開閉動作を示す説明図である。
【図１２】上下の可変入賞口の閉鎖状態を示す説明図である。
【図１３】（ａ）は上可変入賞口の開放状態を示す説明図であり、（ｂ）は上開閉板部の
拡大図であり、（ｃ）は上開閉板部の動作説明図である。
【図１４】下可変入賞口の開放状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態として、遊技機の一種であるパチンコ遊技機（以下、「パチン
コ機」という。）を詳細に説明する。図１はパチンコ機１０の正面図、図２はパチンコ機
１０を前方から見た斜視図、図３及び図４はパチンコ機１０の主要な構成を展開して示す
斜視図、図５は中間ユニット１３の正面図である。なお、図３及び図５では便宜上パチン
コ機１０の遊技領域２３ａ内の構成を省略している。
【００１０】
　パチンコ機１０は、図３に示すように、当該パチンコ機１０の外殻を形成する外枠１１
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と、この外枠１１に対して前方に回動可能に取り付けられた遊技機本体１２と、を有する
。外枠１１は、木製の板材を上辺及び下辺とし、アルミ製の板材を左右の辺とした四辺を
固定した枠状に形成される。パチンコ機１０は、外枠１１を島設備に取り付け固定するこ
とにより遊技場に設置される。なお、パチンコ機１０において外枠１１は必須の構成では
なく、外枠１１又は外枠１１と同一の内形を有し、外枠１１の遊技機本体１２支持構造及
び施錠構造を有する部材が遊技場に備え付けられた構成としても良い。
【００１１】
　遊技機本体１２は、図３に示すように、中間ユニット１３と、その中間ユニット１３の
前方に配置される前扉枠１４と、中間ユニット１３の後方に配置される裏パックユニット
１５とを備えている。遊技機本体１２のうち中間ユニット１３が外枠１１に対して回動可
能に支持されている。
【００１２】
　中間ユニット１３には、図３に示すように、前扉枠１４が回動可能に支持されており、
正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）とし、右側を回動先端側（開閉先端側）として
前方へ回動可能とされている。また、中間ユニット１３には、図４に示すように、裏パッ
クユニット１５が回動可能に支持されており、正面視で左側を回動基端側（開閉基端側）
とし、右側を回動先端側（開閉先端側）として後方へ回動可能とされている。
【００１３】
　中間ユニット１３には、図３に示すように、その回動先端部に施錠機構１６が設けられ
ており、遊技機本体１２を外枠１１に対して開放不能に施錠状態とする機能と、前扉枠１
４を中間ユニット１３に対して開放不能に施錠状態とする機能を有している。これらの各
施錠状態は、図１に示すようにパチンコ機１０前面にて露出させて設けられた施錠機構１
６のキーシリンダに対して、解錠キーを用いて解錠操作を行うことにより、それぞれ解除
される。
【００１４】
　中間ユニット１３は、図３に示すように、外形が外枠１１とほぼ同一形状をなす枠状の
枠ユニット２１を主体に構成されている。枠ユニット２１は、前面側より遊技盤２３が着
脱可能に取り付けられる内枠としての機能を有し、この遊技盤２３に形成される遊技領域
２３ａが中間ユニット１３の前面側に露出可能に取り付けられる。遊技領域２３ａ内の様
子は、図３に示すように、前扉枠１４の背面側に設けられた窓パネルユニット３０を通じ
てパチンコ機１０前方から視認可能となっている。
【００１５】
　前扉枠１４は、中間ユニット１３の前面側に回動可能に取り付けられている。前扉枠１
４の回動基端側には、図２に示すように、前扉取付金具５７，５８が設けられ、この前扉
取付金具５７，５８が中間ユニット１３に係合することにより、中間ユニット１３に対し
て前扉枠１４が回動可能に支持される。
【００１６】
　前扉枠１４は、図２及び図３に示すように、中間ユニット１３と外形がほぼ同一の長方
形状に形成されている。前扉枠１４には、窓パネルユニット３０の外周縁が正面視で露出
しないように窓パネルユニット３０より小さく開口形成された窓部１４ａが設けられる（
図２参照）。この窓部１４ａが窓パネルユニット３０によって背面側から覆われることで
、窓パネルユニット３０を取り付けた前扉枠１４によって中間ユニット１３の前面側のほ
ぼ全域が覆われる。
【００１７】
　窓パネルユニット３０は、図３に示すように、窓部１４ａより大きな外形で透明性を有
する前後一対の透明ガラス３１，３２と、これら透明ガラス３１，３２を一体化する固定
枠３３とを備えている。固定枠３３は、合成樹脂により透明ガラス３１，３２より一回り
大きな環状に形成され、透明ガラス３１，３２の外周縁が固定枠３３に接着されることで
窓パネルユニット３０は一体化された複層ガラスとされている。
【００１８】
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　なお、窓パネルユニット３０は、透明ガラス３１，３２によって無色透明に形成されて
いるが、これに限定されることはなく合成樹脂によって無色透明に形成されていてもよく
、パチンコ機１０前方から窓パネルユニット３０を通じて遊技領域２３ａを視認可能であ
れば無色透明でなく有色透明に形成されていても良い。
【００１９】
　前扉枠１４において窓部１４ａの周囲には、図１に示すように、発光手段としての発光
ダイオード（ＬＥＤ）等を内蔵した電飾部２４が複数設けられている。これら電飾部２４
では、大当たり時や所定のリーチ時等における遊技状態の変化に応じて点灯や点滅が行わ
れる。また、窓部１４ａの上側の電飾部２４には、払出球が不足する等の所定のエラー時
に点灯するＬＥＤと、賞球払出中に点灯するＬＥＤとが内蔵されている。また、窓部１４
ａの右上側及び左上側には、多数の穴が形成された金属板等により構成された音出力部２
７が設けられ、音出力部２７の奥側には、遊技状態に応じた効果音などを出力するスピー
カが内蔵されている。
【００２０】
　前扉枠１４における窓部１４ａの下方には、図２に示すように、手前側へ膨出した上側
膨出部２８と下側膨出部２９とが上下に並設されている。上側膨出部２８には上方に開口
した上皿２８ａが設けられており、下側膨出部２９には同じく上方に開口した下皿２９ａ
が設けられている。上皿２８ａは、払出装置２２４より払い出された遊技球を一旦貯留し
、一列に整列させながら遊技球発射機構１１０側へ導く機能を有している。また、下皿２
９ａは、上皿２８ａ内にて余剰となった遊技球を貯留する機能を有している。なお、上皿
２８ａと下皿２９ａとに分けて複数箇所に遊技球を貯留する部位を設ける必要はなく、下
皿２９ａを廃止して上皿２８ａのみとした１つの貯留部のみを有する構成としても良い。
【００２１】
　上側膨出部２８における上皿２８ａ（遊技球の貯留領域）の手前側には、遊技者らによ
り手動操作される入力装置４１が取り付けられている。入力装置４１は、図柄表示装置９
４の表示画面９４ａ等にて遊技者の操作に対応した演出が行われる場合に使用される操作
装置であり、押下操作や回転操作といった複数種類の操作が可能な操作部を有している。
【００２２】
　下皿２９ａは、前扉枠１４の下側部分において正面視左側にずれて設置され、下皿２９
ａに対して正面視右側には、略矩形の箱状に形成され、平面状の音出力部２９ｂが前面側
に向けて形成されたスピーカ収容部２９ｃが設けられている。スピーカ収容部２９ｃは、
下側膨出部２９の一部分として下皿２９ａに連続して形成され、スピーカ収容部２９ｃの
内部には、遊技状態に応じた効果音などを出力するスピーカが収容されている。前扉枠１
４においては、上部２カ所に設置された音出力部２７と、下部に設置された音出力部２９
ｂとの合計３カ所から効果音などが出力される。
【００２３】
　前扉枠１４における下側膨出部２９の右側には、図２に示すように、手前側へ突出する
ようにして発射操作装置４５が設けられている。発射操作装置４５は、遊技領域２３ａに
遊技球を発射すべく操作される装置であり、図２に示すように、操作ベース４６に対して
、環状の操作ハンドル４７が回転可能に軸支されてなり、遊技球の発射操作に際して操作
ハンドル４７が遊技者により回転操作されるものである。この場合、操作ハンドル４７の
回転操作量は、操作ベース４６に内蔵された操作量検出手段としての可変抵抗器により検
出される。また、発射操作装置４５には、操作ハンドル４７を遊技者が触れていることを
検知するためのタッチセンサが操作ベース４６に内蔵されるとともに、操作ハンドル４７
を回転操作した状態において遊技球の発射を停止させるために操作される停止操作レバー
４８が設けられている。
【００２４】
　前扉枠１４の背面側には、図３に示すように、通路形成ユニット５０が取り付けられて
いる。通路形成ユニット５０は、合成樹脂により成形されており、上皿２８ａに通じる前
扉側上皿通路部５１と、下皿２９ａに通じる前扉側下皿通路部５２と、ファール球通路部
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５５を有している。通路形成ユニット５０の上側隅部には後方に突出し上方に開放された
払出球受口部５３が形成されており、当該受口部５３が仕切壁５４によって左右に仕切ら
れることで前扉側上皿通路部５１の通路入口と前扉側下皿通路部５２の通路入口とがそれ
ぞれ形成されている。
【００２５】
　ファール球通路部５５は、遊技球発射機構１１０から発射された遊技球のうち遊技領域
２３ａまで至らなかった遊技球をファール球として下皿２９ａに排出する通路を形成する
部位である。ファール球通路部５５には、図３に示すように、上方に開放されたファール
球受口部５６が設けられる。このファール球受口部５６よりファール球が受け入れられ、
前扉側下皿通路部５２にファール球が案内されることにより、ファール球通路部５５に入
った遊技球は下皿２９ａに排出される。なお、ファール球通路部５５は、下皿２９ａでな
く、上皿２８ａに接続され、ファール球が上皿２８ａに排出される構成としても良い。
【００２６】
　遊技球発射機構１１０は、図３に示すように、前扉枠１４を開放した場合に前面側に露
出される部品であり、中間ユニット１３の前面側右下部分に設けられている。この遊技球
発射機構１１０は、図５に示すように、発射装置として設けられた電磁式の発射用ソレノ
イド１１１と、発射レール１１２と、球送り装置１１３とを備えている。球送り装置１１
３は、上皿２８ａに貯留された遊技球を発射レール１１２上に１個ずつ供給する。この場
合、この供給される遊技球は発射用ソレノイド１１１において打出し部として設けられた
プランジャ１１４の突出経路上に配置される。そして、発射用ソレノイド１１１への電気
的な信号の入力により、プランジャ１１４が発射レール１１２上の遊技球に向けて移動し
、当該遊技球は遊技領域２３ａに向けて打出される。なお、遊技球発射機構１１０の電動
アクチュエータは、発射用ソレノイド１１１に限定されることはなく、発射モータなどを
用いても良い。
【００２７】
　中間ユニット１３の左側であって発射レール１１２の左方には、図５に示すように、皿
通路形成部材１２１が配設されている。枠ユニット２１には、皿通路形成部材１２１が設
けられる部位を前後方向に貫通する貫通孔が設けられ、この貫通孔を前面側から覆うよう
にして皿通路形成部材１２１は、枠ユニット２１にネジ止めされている。
【００２８】
　皿通路形成部材１２１は、図５に示すように、本体側上皿通路部１２２と本体側下皿通
路部１２３とを有している。前扉枠１４が閉鎖状態とされた場合には、皿通路形成部材１
２１の下側部分に前扉枠１４に設けられる通路形成ユニット５０の払出球受口部５３（図
３参照）が入り込む。そして、本体側上皿通路部１２２の下方には前扉側上皿通路部５１
が配置され、本体側下皿通路部１２３の下方には前扉側下皿通路部５２が配置される。
【００２９】
　皿通路形成部材１２１の下側部分には、図５に示すように、本体側上皿通路部１２２及
び本体側下皿通路部１２３からの遊技球の流出を規制するシャッタ１２４が設けられてい
る。シャッタ１２４は、両通路の出口部分を狭め遊技球の流出を阻止する阻止位置と、遊
技球の流出を許容する許容位置との両位置に切り替え可能に設けられる。また、枠ユニッ
ト２１には、シャッタ１２４を阻止位置に向けて付勢する付勢部材が取り付けられ、前扉
枠１４を中間ユニット１３に対して開いた状態では付勢部材の付勢力によってシャッタ１
２４が阻止位置に留まる構成となっている。これにより、本体側上皿通路部１２２又は本
体側下皿通路部１２３に遊技球が貯留されている状態で前扉枠１４を開放した場合に、そ
の貯留球がこぼれ落ちてしまうといった不都合が回避されている。これに対し、前扉枠１
４を閉じた状態では、前扉枠１４の通路形成ユニット５０に設けられた払出球受口部５３
の外周部分により上記付勢力に抗してシャッタ１２４が許容位置に押し戻される。この状
態では、本体側上皿通路部１２２及び前扉側上皿通路部５１が連通し、本体側下皿通路部
１２３及び前扉側下皿通路部５２が連通して、遊技球の流下が許容される。
【００３０】
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　次に、遊技領域２３ａを形成する遊技盤２３の構成を、図６に基づいて説明する。図６
は遊技盤２３の正面図である。
【００３１】
　遊技盤２３は、透明な合成樹脂製の板材と同板材の前側又は後側の板面を覆うシート材
とを有する遊技板２３ｂを備えており、その外周部分を除くほぼ全域が枠ユニット２１の
前面側に露出している。この露出している部位、すなわち遊技盤２３の前面には、遊技球
が流下する遊技領域２３ａが形成されている。上記したように遊技領域２３ａは透明ガラ
ス３１，３２によって前面側が覆われているため、後側の透明ガラス３２によって遊技領
域２３ａの前面側が区画される。また、遊技領域２３ａの背面側は遊技板２３ｂの前面に
よって区画される。なお、遊技板２３ｂを構成する板材は、木製の合板や一枚板で形成し
ても良い。
【００３２】
　遊技領域２３ａは、正面視において遊技盤２３のほぼ全域に渡る上下及び左右方向の寸
法に設定され、右下部分のみが右下側に突出した略円形状に形成されている。遊技領域２
３ａは、その外周が誘導レール１００及び区画部材１０７により区画されている。誘導レ
ール１００は、遊技盤２３の前面左側部分に固定される円弧状の内レール１０１と外レー
ル１０２とからなり、これら内レール１０１と外レール１０２とにより遊技領域２３ａの
左側に円弧状の誘導通路１０３を形成する。
【００３３】
　誘導通路１０３の下側端部には、誘導通路１０３の入口部１０４が形成され、この入口
部１０４と発射レール１１２とは離間して設けられる（図５参照）。誘導通路１０３の上
側端部には、誘導通路１０３の出口部１０５が形成され、その出口部１０５には遊技領域
２３ａに到達した遊技球の誘導通路１０３内への戻りを防止する戻り防止部材１０６が取
り付けられている。
【００３４】
　発射操作装置４５（図１参照）の操作ハンドル４７が遊技者により手動操作された場合
、中間ユニット１３の右下部分に設けられた遊技球発射機構１１０（図５参照）から発射
された遊技球は、誘導通路１０３を経由し、誘導通路１０３の出口部１０５において戻り
防止部材１０６により閉鎖された遊技領域２３ａの入口を押し広げて遊技領域２３ａ内に
進入する。遊技球の発射力が弱すぎる場合には、遊技球が遊技領域２３ａまで至らず誘導
通路１０３内で落下し始め、誘導通路１０３の入口部１０４と発射レール１１２との間に
落下する。前扉枠１４の閉鎖状態においては、この入口部１０４と発射レール１１２との
間にファール球受口部５６が配置され、遊技領域２３ａまで至らなかった遊技球はファー
ル球通路部５５を経由して下皿２９ａへ排出される。
【００３５】
　区画部材１０７は、遊技領域２３ａの右側を区画するものであり、合成樹脂を成形して
縦長に形成され、遊技板２３ｂの前面にネジ止めされている。この区画部材１０７は、外
レール１０２の上側における右側端部を起点とし、内レール１０１の下側における右側端
部まで延在する大きさとされている。
【００３６】
　区画部材１０７の上端部には、機種名等が印字された証紙１０７ａが貼り付けられ、区
画部材１０７の下端部には、メーカー名や製造番号などが印字された証紙１０７ｂが貼り
付けられている。これら証紙１０７ａ，１０７ｂは、透明ガラス３１，３２を介してパチ
ンコ機１０前方から視認可能な位置に配置される。
【００３７】
　遊技板２３ｂには、ルータ加工が施されることによって前後方向に貫通する大小複数の
貫通孔が形成されている。各貫通孔には、一般入賞口８１、上可変入賞口８２ａ、下可変
入賞口８２ｂ、上作動口８３ａ、下作動口８３ｂ及びスルーゲート８４等の遊技球が入球
する部位を形成する各部材が取り付けられ、また、センターフレーム８５及び主表示装置
９６等が取り付けられている。
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【００３８】
　一般入賞口８１、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂ及び上下の作動口８３ａ，８３ｂへ
の入球が発生すると、それが遊技盤２３の背面側等に配設された検知手段としてのセンサ
（図示せず）により検知され、その検知結果に基づいて所定数の賞球の払い出しが実行さ
れる。この場合、上作動口８３ａへの入球が発生した場合及び下作動口８３ｂへの入球が
発生した場合には３個の賞球の払い出しが実行され、一般入賞口８１への入球が発生した
場合には１０個の賞球の払い出しが実行され、可変入賞口８２ａ，８２ｂへの入球が発生
した場合には１５個の賞球の払い出しが実行される。但し、これら賞球の個数は任意であ
り、例えば上作動口８３ａに係る賞球個数よりも下作動口８３ｂに係る賞球個数が多いと
いったように、両作動口８３ａ，８３ｂの賞球個数が相違しても良いし、上下の可変入賞
口８２ａ，８２ｂについても両方とも同一の賞球個数であっても、異なる賞球個数であっ
ても良い。また、可変入賞口８２ａ，８２ｂに係る賞球個数が他の賞球個数に比べて多い
構成に限定されることはなく、例えば一般入賞口８１に係る賞球個数と同一の構成として
も良く、少ない構成としても良い。
【００３９】
　遊技領域２３ａの中央部には、センターフレーム８５が設けられ、センターフレーム８
５の後方には、図柄表示装置９４が配置されている。図柄表示装置９４は、表示画面９４
ａにおいて絵柄の一種である図柄を変動表示（又は、可変表示若しくは切換表示）する装
置であり、遊技板２３ｂの背面側に取り付けられている。センターフレーム８５は、正面
視で図柄表示装置９４の表示画面９４ａを囲むように設けられ、遊技板２３ｂに前面側よ
り取り付けられている。図柄表示装置９４の前面側であってセンターフレーム８５の後側
には、ポリカーボネート等の透明な合成樹脂材料により形成された透明保護板が設けられ
、図柄表示装置９４の表示画面９４ａは、その透明保護板を介して前面側から視認可能と
されている。
【００４０】
　センターフレーム８５の上部には、前面部分に装飾が施されて左右に並んで配置された
装飾体８５ａ，８５ｂが設けられている。左右の装飾体８５ａ，８５ｂの前面には、２つ
が横並びになって一体的な対象物（例えば、機種名に対応する複数の文字や、横長のキャ
ラクタ等）を表示することが可能なように、対象物を左右に分割することにより得られる
部分的な装飾表示部が設けられている。また、左右の装飾体８５ａ，８５ｂの奥側には、
発光ダイオード（ＬＥＤ）が設けられて、前面部分の対象物が発光可能とされている。
【００４１】
 装飾体８５ａ，８５ｂのうち一部（右側部分）を構成する装飾体８５ｂは、図柄表示装
置９４の表示画面９４ａに対して前側であって上方に位置し、装飾体８５ｂの奥側に設置
される駆動機構（図示せず）によって斜め下側に移動して表示画面９４ａに重なる位置（
図６の一点鎖線で示す装飾体８５ｂ’の位置）まで移動可能とされている。２つの装飾体
８５ａ，８５ｂに対して設けられるＬＥＤや駆動機構といった電気部品は、音声発光制御
装置１４３に電気的に接続され、音声発光制御装置１４３の制御によって表示画面９４ａ
の内容や大当たりのタイミングに応じて、２つの装飾体８５ａ，８５ｂの前面部分が発光
すると共に、一方の装飾体８５ｂが移動可能とされている。
【００４２】
　遊技領域２３ａは、その中央部にセンターフレーム８５が設けられることで、センター
フレーム８５の左右両側に区画され、遊技領域２３ａに発射された遊技球は、センターフ
レーム８５の左側または右側のいずれか一方を流下する。遊技領域２３ａには、遊技球の
落下方向を適宜分散、調整等するために多数の遊技釘としての釘８７が植設され、風車等
の各種部材（役物）が配設されている。
【００４３】
　センターフレーム８５の下側においては、遊技領域２３ａが左右方向に連続し、センタ
ーフレーム８５を囲うように遊技球の経路が形成されている。センターフレーム８５の左
右いずれを流下した遊技球もセンターフレーム８５の下側を経由し、遊技領域２３ａから
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排出される。
【００４４】
　遊技領域２３ａの下部であって遊技盤２３の最下部に相当する位置には、アウト口８６
が設けられている。遊技領域２３ａを流下して最終的に各種入賞口等に入らなかった遊技
球はアウト口８６を通って遊技領域２３ａから排出される。
【００４５】
　ここで、入球とは、所定の開口部を遊技球が通過することを意味し、開口部を通過した
後に遊技領域２３ａから排出される態様だけでなく、開口部を通過した後に遊技領域２３
ａから排出されない態様も含まれる。但し、以下の説明では、アウト口８６への遊技球の
入球と明確に区別するために、一般入賞口８１、上可変入賞口８２ａ、下可変入賞口８２
ｂ、上作動口８３ａ、下作動口８３ｂ又はスルーゲート８４への遊技球の入球を、入賞と
も表現する。
【００４６】
　上作動口８３ａ及び下作動口８３ｂは、センターフレーム８５に対して下側に設けられ
、上可変入賞口８２ａ及び下可変入賞口８２ｂは、センターフレーム８５の上側に重なっ
て設けられている。スルーゲート８４は、センターフレーム８５に対して左側と右側にそ
れぞれ設けられている。
【００４７】
　上作動口８３ａ及び下作動口８３ｂは、表示画面９４ａいずれも上向きに開放されてい
る。また、上作動口８３ａと下作動口８３ｂが上から順に並んで配置され、その下にアウ
ト口８６が配置されている。
【００４８】
　下作動口８３ｂは、通常は閉鎖状態（非サポート状態又は非ガイド状態）になっており
、スルーゲート８４の遊技球の通過に基づく抽選に当選した場合に開放状態（サポート状
態又はガイド状態）となる。下作動口８３ｂの閉鎖状態では遊技球が下作動口８３ｂへ入
賞できず、下作動口８３ｂの開放状態となると下作動口８３ｂへの入賞が可能となる。
【００４９】
　上可変入賞口８２ａ及び下可変入賞口８２ｂは、上から下に向かって遊技球が流下可能
な遊技領域２３ａに対して遊技板２３ｂの位置する後側に連続し、常には閉鎖した状態の
入口部分が必要に応じて開放可能に構成されている。具体的には、上可変入賞口８２ａ及
び下可変入賞口８２ｂは、通常は遊技球が入賞できない閉鎖状態になっており、大当たり
当選といった開閉実行モード（特別遊技状態）への移行当選となった際には、その当選に
よって開放される可変入賞口８２ａ，８２ｂの位置、開放回数及び開放時間といった開放
態様についても抽選により決定され、移行当選に対応した可変入賞口が遊技球の入賞しや
すい所定の開放状態に切り換えられる。
【００５０】
　可変入賞口８２ａ，８２ｂの開放態様としては、所定時間（例えば３０秒間）の経過又
は所定個数（例えば１０個）の入賞を１ラウンドとし、複数ラウンド（例えば１５ラウン
ド）を上限として、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの一方が繰り返し開放される場合、
各可変入賞口８２ａ，８２ｂが交互に開放される場合、一方の可変入賞口が１回又は複数
回開放された後に、別の可変入賞口が１回又は複数回開放される場合等が例示される。ま
た、開放時間としては、遊技球が複数個入賞可能な１秒以上継続する長時間の開放の他、
ほとんど遊技球が入賞し得ない短時間の開放を含む構成としても良く、１回又は複数回の
短時間の開放のみに対応した大当たり当選や、短時間の開放と長時間の開放とを含む大当
たり当選が設定されていても良い。なお、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂに関する構成
詳細については、図１０以降を参照して後述する。
【００５１】
　図柄表示装置９４では、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞に基づいて図柄の
変動表示が開始される。図柄表示装置９４における変動表示は、正面視で視認可能な視認
可能領域において行われ、例えば上、中及び下に並べて図柄が表示され、これらの図柄が
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左右方向にスクロールされるようにして変動表示されるようになっている。そして、予め
設定されている有効ライン上に所定の組み合わせの図柄が停止表示された場合には、開閉
実行モードが発生することとなる。この図柄表示装置９４における変動表示は、主表示装
置９６のメイン表示部において行われる変動表示に合わせて行われる。
【００５２】
　センターフレーム８５に対して左下側には、遊技の状態を表示する主表示装置９６が設
けられる。主表示装置９６は、複数の発光部が並んで配列されてなる表示器を有する構成
とされ、遊技領域２３ａの外側に相当する外レール１０２の外側に設けられ、その前面側
には、例えば、左上側からメイン表示部、役物用表示部、状態表示部、保留表示部等が順
に設けられる。
【００５３】
　メイン表示部では、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂへの入賞をトリガとして絵柄の
変動表示が行われ、その変動表示の停止結果として、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂ
への入賞に基づいて行われた内部抽選の結果が表示によって明示される。本パチンコ機１
０では、上作動口８３ａへの入賞と下作動口８３ｂへの入賞とが内部抽選において区別さ
れ、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂのいずれの入賞に基づいて行われた内部抽選の結
果であるかがメイン表示部にて明示される。そして、上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂ
への入賞に基づく内部抽選の結果が開閉実行モードへの移行に対応した当選結果であった
場合には、各作動口８３ａ，８３ｂにおける当選結果に対応した所定の停止結果が表示さ
れて変動表示が停止し、その後に、開閉実行モードへ移行する。上作動口８３ａへの入賞
と下作動口８３ｂへの入賞とは、当選によって得られる特典に差異が設けられ、可変入賞
口８２ａ，８２ｂの開放態様（ラウンド数や１ラウンドにおける開放時間）、時短遊技状
態への移行確率等、当選後に遷移する遊技状態が入賞した作動口によって異なる場合があ
る設定とされ、遊技が複雑化されている。ここで、いずれかの作動口８３ａ，８３ｂへの
入賞に基づいて、メイン表示部及び図柄表示装置９４にて変動表示が開始され、所定の停
止結果を表示し上記変動表示が停止されるまでが遊技回の１回に相当する。
【００５４】
　なお、複数の作動口８３ａ，８３ｂが設けられる場合に、必ずしも作動口によって当選
後に遷移する遊技状態を異ならせる必要はなく、同一の抽選条件にて抽選を実行し、同一
の確率で各遊技状態へ移行する設定としても良い。また、必ずしも複数の作動口を設ける
必要はなく、１の作動口のみを有する構成としても良い。
【００５５】
　役物用表示部では、スルーゲート８４への入賞をトリガとして絵柄の変動表示が行われ
、その変動表示の停止結果として、スルーゲート８４への入賞に基づいて行われた内部抽
選の結果が表示によって明示される。スルーゲート８４への入賞に基づく抽選結果が電役
開放状態への移行に対応した当選であった場合には、役物用表示部にて所定の停止結果が
表示されて変動表示が停止された後に、電役開放状態へ移行する。電役開放状態では、下
作動口８３ｂが所定の態様で開放状態となる。
【００５６】
　状態表示部は、遊技状態の変化に対応した表示が行われる部位である。状態表示部では
、メイン表示部にて所定の停止結果が表示されることで遊技状態が開閉実行モードへ移行
した場合や、その所定の停止結果の表示後における遊技回が所定回数に到達する等して遊
技状態が開閉実行モード前の通常状態に移行した場合に、その遊技状態の変化が表示によ
って明示される。また、状態表示部では、開閉実行モードの移行当選となった場合に可変
入賞口８２ａ，８２ｂの開放態様として複数種類に設定されたラウンド数のうち移行当選
となったラウンド数が表示によって明示される。
【００５７】
　保留表示部は、遊技球が上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂに入賞した個数及び遊技球
がスルーゲート８４を通過した回数のうち未だ遊技が実行されていない保留状態の遊技回
数を表示によってそれぞれ明示する。遊技球が上作動口８３ａ又は下作動口８３ｂに入賞
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した個数及び遊技球がスルーゲート８４を通過した回数はそれぞれ最大４個まで保留され
、保留表示部によって各保留数がそれぞれ表示される。保留表示部の保留数に対応した情
報は、図柄表示装置９４の表示画面にも表示され、保留数が数字又はキャラクタの個数な
どにより表示される。
【００５８】
　なお、メイン表示部、役物用表示部、状態表示部及び保留表示部等は、複数の発光部が
所定の態様で配列されてなる表示器により構成されているが、これに限定されることはな
く、一部または全ての表示部を液晶表示装置、有機ＥＬ表示装置、ＣＲＴ、セグメント表
示器又はドットマトリックス表示器等その他のタイプの表示装置によって構成しても良い
。また、メイン表示部及び役物用表示部にて変動表示される態様として、絵柄としての複
数種の文字が変動表示される構成、複数種の記号が変動表示される構成、複数種のキャラ
クタが変動表示される構成又は複数種の色が切り換え表示される構成等、他の態様として
も良い。
【００５９】
　次に、遊技機本体１２の背面側の構成について、図４に加え、図７から図９を参照しな
がら説明する。図７は中間ユニット１３の背面図、図８は裏パックユニット１５の背面図
、図９はパチンコ機１０の背面図である。
【００６０】
　中間ユニット１３には、図７に示すように、枠ユニット２１によって開口形成される前
後に貫通した遊技盤収容部２１ａが設けられ、この遊技盤収容部２１ａを通じて中間ユニ
ット１３の背面側には遊技盤２３の背面側に搭載される各種部品が露出されている。
【００６１】
　中間ユニット１３の背面側には、図４に示すように、合成樹脂により形成された箱状の
盤裏カバー１４１が設けられている。盤裏カバー１４１は、遊技盤２３の背面のほぼ全域
にわたって設けられ、遊技盤２３の背面側に設けられる各種部品を、埃の進入、遊技球の
衝突、或いは遊技盤２３の搬送時における周辺部分との衝突から保護すると共に、遊技球
の入賞を検知するセンサ等を狙った不正を防止する機能を有している。
【００６２】
　中間ユニット１３の背面側中央部には、図４に示すように、表示制御装置１４２と音声
発光制御装置１４３とが左右に並んで設けられ、その下側には、遊技の主たる制御を司る
主制御装置１６０が設けられている。表示制御装置１４２は、図柄表示装置９４の表示制
御を司るものであり、音声発光制御装置１４３は、主制御装置１６０からの指示に従って
音声やＬＥＤ、ランプ等の表示制御及び表示制御装置１４２の制御を司るものである。
【００６３】
　主制御装置１６０は、図７に示すように、遊技の主たる制御を司る機能（主制御回路）
と、電源を監視する機能（停電監視回路）とを有する主制御基板と、基板を収容するため
に設けられた透明性を有する樹脂製の基板ボックス１６３を備えている。また、主制御装
置１６０には、基板ボックス１６３の開放に際して痕跡を残す痕跡手段としての開放封印
部１６４が設けられている。当該開放封印部１６４は解除操作を一度行うと再結合を不可
とするものであり、結果的に主制御装置１６０の基板ボックス１６３は一度開放操作を行
うと、再度封印状態とすることが不可となっている。
【００６４】
　主制御装置１６０の背面視左側端部には、図７に示すように、取付封印部１６５が設け
られている。取付封印部１６５は、遊技板２３ｂ側に設けられる支持部材と主制御装置１
６０とを固定し、主制御装置１６０の取り外しに際して痕跡を残す痕跡手段として機能す
る。取付封印部１６５には、最初に主制御装置１６０を取り付けるための固定部品以外に
、予備用の固定部品が３組設けられ、主制御装置１６０の点検作業における一時的な取り
外しや主制御装置１６０の交換が最大３回まで痕跡を残して実行可能とされている。
【００６５】
　主制御装置１６０の背面視左部には、ＲＡＭ消去スイッチ１６６が設けられている。本
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パチンコ機１０は、各種データの記憶保持機能を有しており、万一停電が発生した際でも
停電時の状態を保持し、停電からの復帰の際には停電時の状態に復帰できるようになって
いる。例えば遊技場の営業終了時に通常手順で電源を遮断した場合には遮断前の状態が記
憶保持され、ＲＡＭ消去スイッチ１６６を押しながら電源を投入すると、ＲＡＭデータが
初期化されるようになっている。
【００６６】
　枠ユニット２１の背面における回動基端側（図７の右側）には、上下に離間して支持金
具１３２が設けられ、各支持金具１３２の上端部において貫通穴が設けられた軸受け部１
３３によって中間ユニット１３に対して裏パックユニット１５が回動可能に取り付けられ
る。また、枠ユニット２１の背面には、裏パックユニット１５を中間ユニット１３に固定
するための固定レバー１３４が回動先端側（図７の左側）に複数設けられている。
【００６７】
　次に、裏パックユニット１５について説明する。裏パックユニット１５は、図８に示す
ように、透明性を有する合成樹脂により形成された裏パック２０１と、払出ユニット２０
２と、外部端子板２０３とを備えている。
【００６８】
　裏パック２０１は、図８に示すように、裏パック２０１の周縁部を構成する裏ベース部
２１１と、裏ベース部２１１の後側に開口する部分を覆うようにして形成された保護カバ
ー部２１２とを有している。裏ベース部２１１と保護カバー部２１２とにより、裏パック
２０１は、左右側面と上面の全部、背面の上部が閉鎖されて前方側が開放した収容空間を
形成し、この収容空間内に遊技盤２３の背面側に搭載される各種部品として、図柄表示装
置９４や制御装置１４２，１４３等を収容する。保護カバー部２１２の下側部分には、前
後方向に貫通した開口部２１２ａが形成されている。なお、裏パック２０１は、枠ユニッ
ト２１と別部品で構成される必要はなく、枠ユニット２１と一体的に、例えば、樹脂によ
り枠ユニット２１と一体成形されて前側が開口した部品の一部として裏パック２０１に相
当する部分を構成しても良い。
【００６９】
　外部端子板２０３は、図８に示すように、後方から見た裏パックユニット１５の右上側
端部に設けられている。外部端子板２０３は、パチンコ機１０の状態を遊技場の管理コン
ピュータに認識させるために、所定の信号出力を行うための基板である。外部端子板２０
３には、出力端子として、開閉実行モード中に信号出力するための出力端子、下作動口８
３ｂが高頻度で開放状態となる電役開放状態中に信号出力するための出力端子、払出ユニ
ット２０２において遊技球が不足した場合に信号出力するための出力端子、所定個数の賞
球を払い出す毎に信号出力するための出力端子、所定個数の遊技球を貸し出す毎に信号出
力するための出力端子、外枠１１に対する中間ユニット１３の開放時に信号出力するため
の出力端子、中間ユニット１３に対する前扉枠１４の開放時に信号出力するための出力端
子などが設けられている。
【００７０】
　裏パックユニット１５における背面視右側端部には、図８に示すように、上下一対の掛
止ピン２０４が取り付けられている。この掛止ピン２０４を中間ユニット１３側の軸受け
部１３３に挿通させることで、裏パックユニット１５が掛止ピン２０４を中心にして中間
ユニット１３に対して回動可能に支持される。裏ベース部２１１における掛止ピン２０４
が配置されていない反対側の端部には、中間ユニット１３に設けられた固定レバー１３４
が挿通される挿通部２１１ａが上下に形成されている。固定レバー１３４が挿通部２１１
ａに挿通されて９０度回転させた状態にすることで、固定レバー１３４の一部が裏ベース
部２１１に後方から当接し、中間ユニット１３に裏パックユニット１５が固定される。ま
た、裏パックユニット１５の前面下側における中央部にも、固定レバー１３５（図４参照
）が設けられ、中間ユニット１３側に設けられる挿通部２１ｂ（図５参照）に挿通されて
から回転操作することで、中間ユニット１３に対して裏パックユニット１５の下側中央部
が固定される。
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【００７１】
　裏パックユニット１５は、上記したとおり、中間ユニット１３の背面に対して回動可能
に軸支されている。裏パックユニット１５を中間ユニット１３に対して背面側から重ね合
わせた状態では、図９に示すように、主制御装置１６０の大半は開口部２１２ａを介して
背面側に露出し、主制御装置１６０の一部は保護カバー部２１２により覆われている。主
制御装置１６０の上端部には他の制御装置と電気的に接続するためのコネクタ及び配線が
設けられ、この配線に関する部位や開放封印部１６４及び取付封印部１６５の一部が保護
カバー部２１２に覆われる。このため、主制御装置１６０の視認性を高めつつ、不正行為
の抑制及び遊技球の衝突による破損防止等を実現している。主制御装置１６０の上側に配
置される音声発光制御装置１４３等は、保護カバー部２１２により全体が覆われている。
【００７２】
　裏パックユニット１５は、図８に示すように、保護カバー部２１２を迂回するようにし
て裏ベース部２１１に取り付けられている払出ユニット２０２を備えている。払出ユニッ
ト２０２は、裏パック２０１の最上部に設けられて遊技球を貯留可能に上方に開口したタ
ンク２２１と、タンク２２１内の遊技球を下流側に向けて案内可能に緩やかに傾斜するタ
ンクレール２２２と、タンクレール２２２の下流側にて上下方向に遊技球を案内するケー
スレール２２３と、ケースレール２２３の最下流部に設けられる払出装置２２４とを有し
、これらが連結することでタンク２２１に補給された遊技球を必要数分だけ払出装置２２
４の下流側に払い出し可能とされている。払出装置２２４によって払い出された遊技球は
、払出装置２２４の下流側に設けられた裏側通路部２２５に供給される（図４参照）。
【００７３】
　裏側通路部２２５には、払出装置２２４より払い出された遊技球を上皿２８ａ、下皿２
９ａ又はタンク球排出通路の何れかに振り分けるための３つの通路が形成されている。こ
れら通路のうち、裏パック２０１の中央側に位置する通路が上記した本体側上皿通路部１
２２及び前扉側上皿通路部５１を介して上皿２８ａに通じ、その外側の通路が本体側下皿
通路部１２３及び前扉側下皿通路部５２を介して下皿２９ａに通じ、更に外側の通路がタ
ンク球排出通路とされている。払出装置２２４によって払い出された遊技球は、上皿２８
ａの通路に優先して案内され、その通路が遊技球で満たされると、その通路から分岐した
下皿２９ａに通じる通路に遊技球が案内される。タンク球排出通路は、ケースレール２２
３の操作部２２３ａに対して排出操作を行うことにより、タンク２２１からケースレール
２２３の途中までの間に貯留された遊技球が払出装置２２４を経由せずに裏パックユニッ
ト１５の下端に設けられる排出口から排出される。
【００７４】
　裏ベース部２１１の背面側下端部には、図８に示すように、各種制御装置等で要する所
定の電力を生成して出力する電源装置２４１と、払出制御装置２４２とが前後に重ねて取
り付けられている。電源装置２４１は、裏ベース部２１１の横幅全域にわたって設けられ
ている。裏ベース部２１１の背面視右下側端部には、電源スイッチ２４５が設けられてい
る。パチンコ機１０へは電圧変換器を介して例えば交流２４ボルトの主電源が供給され、
電源スイッチ２４５の切換操作によりパチンコ機１０の電源がＯＮ又はＯＦＦとされる。
【００７５】
　払出制御装置２４２は、払出ユニット２０２を通じた遊技球の払い出しを制御するため
の装置である。払出制御装置２４２は、基板を収容するために設けられた透明性を有する
基板ボックス２４３に払出制御基板を収容して構成されており、その開放に際しては痕跡
を残す痕跡手段として開放封印部２４４が設けられている。開放封印部２４４は解除操作
を一度行うと再結合を不可とするものであり、結果的に払出制御装置２４２の基板ボック
ス２４３は一度開放操作を行うと、再度封印状態とすることが不可となっている。
【００７６】
　裏ベース部２１１の前面側すなわち中間ユニット１３側の下部には、図４に示すように
、上方に開口した横長の球入口２１３と、側方に開口した球入口２１４とを上流側端部と
する発射球排出通路が設けられている。遊技領域２３ａを流下しいずれかの開口を介して
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遊技盤２３の背面へと導かれた遊技球は、２つの球入口２１３，２１４のいずれかを経由
して発射球排出通路内へ進入する。発射球排出通路の出口部分は裏パックユニット１５の
下端面に遊技球１個分の幅で開口して形成され、遊技領域２３ａ内に発射された遊技球は
全て発射球排出通路を経由して遊技場の島設備に排出される。発射球排出通路の途中には
、遊技球を検知する検知センサが設けられ、遊技領域２３ａ内に発射された遊技球数に対
応した信号が外部端子板２０３を介して出力される。
【００７７】
　次に、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂに関する具体的構成について、図１０以降を主
に参照して説明する。図１０（ａ）は、遊技盤２３の入賞装置３００周辺を示す正面図で
あり、図１０（ｂ）は、図１０（ａ）のＡ－Ａ線における断面図である。なお、図１０（
ａ）においては、入賞装置３００の前側を覆う板状部分を省略し、図１０（ｂ）において
は、遊技球の流下領域３２１に関する部材を模式的に示すと共に、上下の開閉部材３０２
，３０３を一点鎖線で示し、遊技領域２３ａを流下する遊技球の進行方向を示す矢印を併
せて示している。
【００７８】
　入賞装置３００は、遊技領域２３ａの上部に位置するように遊技板２３ｂに取り付けら
れる装置であり、合成樹脂製のセンターフレーム８５の後側に入賞装置３００の前側部分
が複数のネジにより固定され、センターフレーム８５が遊技板２３ｂの前面にネジ止めさ
れることによって入賞装置３００が遊技板２３ｂに固定されている。入賞装置３００は、
上可変入賞口８２ａ及び下可変入賞口８２ｂが前後方向に貫通して形成されるベース部材
３０１と、上可変入賞口８２ａ及び下可変入賞口８２ｂのそれぞれに対して取り付けられ
る上側開閉部材３０２及び下側開閉部材３０３と、各開閉部材３０２，３０３を動作させ
るための駆動機構（図示せず）とを備えている。駆動機構は、主制御装置１６０の制御に
よって動作するソレノイドやモータにより構成される駆動源（図示せず）と、駆動源の駆
動力を各開閉部材３０２，３０３に伝達する合成樹脂製の回動部材（図示せず）等により
構成されている。
【００７９】
　上可変入賞口８２ａは、横長略矩形状に形成されており、その奥側には、遊技領域２３
ａから後方側に連続する遊技球の通路が連続している。上側開閉部材３０２には、上可変
入賞口８２ａの内形に対して僅かに小さな略同一形状の外形に形成された上開閉板部３０
２ａが設けられている。上開閉板部３０２ａは、合成樹脂製の上側開閉部材３０２の一部
として前後方向に厚みを有する板状に形成されている。上側開閉部材３０２には、上開閉
板部３０２ａの下端部分における左右両端面において左右両側方に突出した軸部分を有し
、上可変入賞口８２ａに対して回動可能な状態にてベース部材３０１に支持されている。
【００８０】
　下可変入賞口８２ｂは、上可変入賞口８２ａの下側において、横長略矩形状に形成され
ている。下可変入賞口８２ｂは、上可変入賞口８２ａに比べて左右の両側において短く形
成されている。下可変入賞口８２ｂに対して左右両外側には、上面が下可変入賞口８２ａ
の位置する側に向かって下降傾斜した傾斜面を有する誘導壁部３１１がセンターフレーム
８５の一部として設けられ、下可変入賞口８２ｂの真上から外れて流下する遊技球につい
ても誘導壁部３１１によって下可変入賞口８２ｂの前側を流下する。
【００８１】
　下可変入賞口８２ｂには、その内形に対して僅かに小さな略同一形状の外形に形成され
た下開閉板部３０３ａが設けられている。下開閉板部３０３ａは、合成樹脂製の下側開閉
部材３０３の一部により形成され、前後方向に厚みを有する板状に形成されている。下側
開閉部材３０３には、下開閉板部３０３ａの下端部分における左右両端面において左右両
側方に突出した軸部分を有し、下可変入賞口８２ｂに対して回動可能な状態にてベース部
材３０１に支持されている。
【００８２】
　遊技領域２３ａのうち上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの周辺において遊技球が流下す
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る流下領域３２１は、正面視（パチンコ機１０及び遊技盤２３の正面視であり、以下同様
）において上可変入賞口８２ａの上方から下可変入賞口８２ｂの下側に連続し、下可変入
賞口８２ｂの下側にて右方に連続して形成されている。正面視における流下領域３２１の
外周は、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂに対して左右両外側に位置するセンターフレー
ム８５の一部としての壁部３１２，３１３により区画されている。
【００８３】
　流下領域３２１を形成する左側の壁部３１２の最上部３１２ａに対して左斜め下方向に
は、同方向側に連続してセンターフレーム８５の外形を形成する外周壁部３１４が連続し
ている。左側の壁部３１２の最上部３１２ａを越えない程度の強さで遊技領域２３ａに発
射された遊技球は、センターフレーム８５に対して左側を流下し、左側の壁部３１２の最
上部３１２ａを越えるのに十分な強さで遊技領域２３ａに発射された遊技球は、右側の壁
部３１３の上端部に配置されるゴム製のストッパ３１５に衝突し、上下の可変入賞口８２
ａ，８２ｂに対して上方側から流下領域３２１内へ進入する。特別遊技状態となって上可
変入賞口８２ａ又は下可変入賞口８２ｂが開放される期間中には、遊技者は、流下領域３
２１を流下するように遊技球を発射させることにより、多数の遊技球を入賞させて大当た
りの当選により得られる遊技価値としての賞球を得ることができる。
【００８４】
　上可変入賞口８２ａに対して上側においては、左右の壁部３１２，３１３の上端部によ
って流下領域３２１への入口部分が形成されている。この入口部分に対して下側には、入
口部分より左右方向に次第に横長となる外周縁部３１６ａに沿ってベース部材３０１の一
部が切除された形状とされ、流下領域３２１への入口側に開口した凹部３１６がベース部
材３０１の上部に形成されている。
【００８５】
　凹部３１６は、左右方向において上可変入賞口８２ａの形成される範囲が広く含まれる
ように、その範囲に対応して横長に形成され、凹部３１６を通じて遊技板２３ｂの前面が
遊技領域２３ａ（流下領域３２１）に露出する構成とされている。この凹部３１６に相当
する遊技板２３ｂの前面には、図示しない釘が設置され、これにより、流下領域３２１を
流下する遊技球に対して上可変入賞口８２ａに流入する遊技球の割合が設計仕様に応じた
割合に微調整可能とされている。
【００８６】
　流下領域３２１は、図１０（ｂ）に示すように、上可変入賞口８２ａの高さ位置に対応
する部分を形成する傾斜領域３２２と、傾斜領域３２２に対して上側に連続する部分を形
成する上部領域３２３と、傾斜領域３２２に対して下側に連続する部分を形成する下部領
域３２４に区分される。
【００８７】
　傾斜領域３２２は、後側（パチンコ機１０及び遊技盤２３の後方側）へ向かって下降傾
斜し、上部領域３２３及び下部領域３２４は、傾斜領域３２２に比べて鉛直方向側に連続
して形成されている。すなわち、上部領域３２３は、傾斜領域３２２の上端部であって、
前後方向における傾斜領域３２２の前端部に連続し、下部領域３２４に対して上部領域３
２３が前側に位置している。下部領域３２４は、傾斜領域３２２の下端部であって前後方
向における傾斜領域３２２の後端部に連続し、上部領域３２３に対して下部領域３２４が
後側に位置している。下部領域３２４に対して下流側においては、上部領域３２３に一致
する前後位置まで前方斜め下側に連続する領域が設けられ、流下領域３２１を経由した遊
技球は、遊技板２３ｂの前側を再び流下する。
【００８８】
　流下領域３２１の前面側には、窓パネルユニット３０（透明ガラス３２）及びセンター
フレーム８５の前面側カバー部３３１が上下方向に連続した遊技球の流路を形成する壁面
を形成し、流下領域３２１の前面側が区画されている。流下領域３２１の背面側には、遊
技板２３ｂ、ベース部材３０１及び上下の開閉部材３０２，３０３（上下の開閉板部３０
２ａ，３０３ａ）の前側を向く複数の面が上下方向に連続した遊技球の流路を形成する壁



(16) JP 2016-22266 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

面を形成し、流下領域３２１の背面側が区画されている。
【００８９】
　傾斜領域３２２は、上開閉板部３０２ａの上端部を除く部分及びベース部材３０１によ
って形成される前方斜め下側を向く略平面状の傾斜面３２２ａによって背面側が区画され
ている。上部領域３２３は、遊技板２３ｂ、ベース部材３０１及び上開閉板部３０２ａの
上端部によって形成される略鉛直方向に沿って連続する前向き面３２３ａによって背面側
が区画されている。下部領域３２４は、下側開閉部材３０３及びベース部材３０１によっ
て形成される略鉛直方向に沿って連続する前向き面３２４ａによって背面側が区画されて
いる。流下領域３２１は、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂに遊技球を誘導する上下の開
閉部材３０２，３０３を設置し易くするために傾斜領域３２２を有する形状とされ、その
構成及び作用効果については後述する。
【００９０】
　次に、図１１を参照して上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの開閉動作について説明する
。図１１は、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの開閉動作を示す説明図であり、図１１（
ａ）は上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの閉鎖状態を示し、図１１（ｂ）は上可変入賞口
８２ａの開放状態を示し、図１１（ｃ）は下可変入賞口８２ｂの開放状態を示している。
なお、図１１（ａ）から図１１（ｃ）においては、入賞装置３００の前側を覆う板状部分
を省略して示している。
【００９１】
　通常の遊技状態においては、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂは、図１１（ａ）に示す
ように、いずれも閉鎖された状態となっている。具体的には、上下の可変入賞口８２ａ，
８２ｂが上下の開閉板部３０２ａ，３０３ａによって閉鎖され、両開閉板部３０２ａ，３
０３ａの前側を遊技球が流下可能となっている。
【００９２】
　上可変入賞口８２ａを開放させるタイミングにおいては、主制御装置１６０の制御によ
って駆動機構から上側開閉部材３０２に駆動力が伝達される。この駆動力により、上開閉
板部３０２ａは、左右方向に沿った回動軸を中心に、下側部分が支持されつつ上側が前方
に倒れるようにして動作する。上開閉板部３０２ａが最大に開放すると、図１１（ｂ）に
示すように、上可変入賞口８２ａの開放状態となる。上開閉板部３０２ａの前側部分を含
む大部分は、流下領域３２１内に突出し、流下領域３２１を流下する遊技球が上開閉板部
３０２ａによって上可変入賞口８２ａ内へ誘導される。
【００９３】
　上可変入賞口８２ａを閉鎖させるタイミングにおいては、主制御装置１６０の制御によ
って駆動機構から、開放時とは逆方向の駆動力が伝達される。この駆動力により、上開閉
板部３０２ａは、左右方向に沿った回動軸を中心にして、遊技領域２３ａ内に突出してい
た部分が上方側に移動しつつ起立した状態に近づく。遊技領域２３ａ内に突出していた上
開閉板部３０２ａが上可変入賞口８２ａの入口部分に収容されると、図１１（ａ）に示す
ように、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態となる。上可変入賞口８２ａの閉鎖状態において
は、上開閉板部３０２ａの前面部分が流下領域３２１の奥面（傾斜面３２２ａの一部）を
形成し、流下領域３２１を流下する遊技球は、上可変入賞口８２ａの前側を流下する。
【００９４】
　下可変入賞口８２ｂについても、上可変入賞口８２ａと同様に、主制御装置１６０の制
御によって駆動機構からの駆動力が下側開閉部材３０３に伝達され、図１１（ａ）及び図
１１（ｃ）に示すように、開閉状態が切り替えられる。なお、下可変入賞口８２ｂを開閉
するための下側開閉部材３０３及び下開閉板部３０３ａは、上可変入賞口８２ａを開閉す
るための上側開閉部材３０２及び上開閉板部３０２ａと同様の構成であるため、開閉動作
についての更なる説明は省略する。
【００９５】
　次に、図１２を参照して、上下の可変入賞口８２ａに関する構成について更に説明する
。図１２は、上下の可変入賞口８２ａの閉鎖状態を示す説明図である。なお、図１２にお
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いては、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂの周辺部分のみを模式的に断面視して示すと共
に、上可変入賞口８２ａの奥側に続く遊技球の通路を模式的に示している。また、図１２
においては、流下領域３２１を構成する各領域３２２～３２４は、高さ方向における領域
の区分を一点鎖線により示し、窓パネルユニット３０の背面に相当する透明ガラス３２の
背面を太い一点鎖線により示し、遊技領域２３ａを流下する遊技球とその進路を示す矢印
を併せて示している。
【００９６】
　流下領域３２１は、ベース部材３０１と、センターフレーム８５の一部である前面側カ
バー部３３１との間に形成されている。ベース部材３０１と前面側カバー部３３１とは、
いずれも流下領域３２１を形成する互いに対向する面部分が略平面状にて略平行に形成さ
れている。前面側カバー部３３１は、透光性を有する材料により形成されており、前面側
カバー部３３１と透明ガラス３２とを通じて、遊技球の流下する流下領域３２１や、上下
の可変入賞口８２ａ，８２ｂの開閉動作を遊技者が視認可能とされている。
【００９７】
　ベース部材３０１と前面側カバー部３３１との前後方向における間隔は、遊技球の直径
より僅かに広く設定され、それらの間を遊技球が流下する。流下領域３２１は、上記した
ように、上側開閉部材３０２に対応する高さ位置において下流側ほど後側に位置するよう
に、後方側に下降傾斜した傾斜領域３２２を有し、傾斜領域３２２の上端部より上流側に
上部領域３２３が鉛直上方に連続し、傾斜領域３２２の下端部より下流側に下部領域３２
４が鉛直下方に連続する形状とされている。
【００９８】
　上側開閉部材３０２の上開閉板部３０２ａは、閉鎖状態に対応する位置（第２位置）に
配置された状態において上可変入賞口８２ａの開口部分を閉塞し、具体的には、遊技球が
上可変入賞口８２ａ内へ進入不能なように上可変入賞口８２ａ内に位置している。ベース
部材３０１は、前後方向においてネジ等により一体化された複数の構成体３０１ａ～３０
１ｄを組みあわせて構成され、ベース部材３０１の後側部分によって上可変入賞口８２ａ
の奥側に続く遊技球の通路が形成されている。その遊技球の通路の奥側には、上可変入賞
口８２ａへの遊技球の入賞を検知する非接触式のセンサ３０４が設けられている。
【００９９】
　また、上側開閉部材３０２の上開閉板部３０２ａは、遊技領域２３ａの一部を構成する
傾斜領域３２２の背面側の壁面を形成している。すなわち、上側開閉部材３０２は、上開
閉板部３０２ａの一部として、傾斜領域３２２の傾斜方向に沿って連続し、前方斜め下側
を向く後側傾斜面３４１を有しており、後側傾斜面３４１によって傾斜領域３２２の背面
の一部が形成されている。
【０１００】
　前面側カバー部３３１は、上開閉板部３０２ａに対向する表面が後方斜め上側を向き、
前側において上側に位置し、斜め下側に連続して形成されたカバー傾斜壁部３３２を有し
、その背面によって前側傾斜面３３２ａが形成されている。前側傾斜面３３２ａは、傾斜
領域３２２の前面を形成する部位であり、傾斜領域３２２を流下する遊技球の前側におい
て中心より下側を支持し、後方斜め下側に向かって遊技球を流下させる。
【０１０１】
　前面側カバー部３３１の前側には、前面側カバー部３３１の表面を含む遊技領域２３ａ
の全体を覆うようにして、２枚の透明ガラス３１，３２を有する窓パネルユニット３０が
設けられている。窓パネルユニット３０と、前面側カバー部３３１との間には、カバー傾
斜壁部３３２の傾斜に沿って上側ほど次第に前後の隙間幅が狭まる形状とされた装飾空間
ＤＳが設けられている。装飾空間ＤＳにおけるカバー傾斜壁部３３２より下側に相当する
部分は、前後幅が略一定の空間が下方に連続している。この装飾空間ＤＳには、通常状態
において下側開閉部材３０３を覆う高さ位置（重複位置）に配置され、図示しない駆動機
構の制御により通常状態に対して下方に移動可能な装飾体８５ｂが設置されている。
【０１０２】
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　装飾体８５ｂは、通常状態より下方に移動可能な移動量として、下側開閉部材３０３の
前側から完全に外れた動作位置（図６の一点鎖線で示す装飾体８５ｂ’の位置）まで移動
可能とされている（図６参照）。装飾体８５ｂを動作させる駆動機構は、音声発光制御装
置１４３の制御により演出の効果音や図柄表示装置９４の表示内容に同期して動作する。
装飾体８５ｂの後側に位置する下側開閉部材３０３は、複数の遊技球が入賞可能なラウン
ドより短い短時間の開放（遊技球がほとんど入賞し得ない程度の開放であり、例えば、０
．５秒以下の開放）を実行する場合があり、かかる場合において、遊技者から下可変入賞
口８２ｂの開放が必要に応じて視認できるように、装飾体８５ｂが動作位置に移動する制
御が実行される。
【０１０３】
　装飾体８５ｂは、重複位置において、その上端が上可変入賞口８２ａの下端より下側に
位置する高さに配置されている。このため、装飾体８５ｂは、上可変入賞口８２ａの前側
に重なることがなく、上側開閉部材３０２は、前面側カバー部３３１と２枚の透明ガラス
３１，３２を通じて、遊技者から常に視認可能とされている。よって、上側開閉部材３０
２（上開閉板部３０２ａ）の前面は、下側開閉部材３０３（下開閉板部３０３ａ）に比べ
て視認し易い設定とされている。
【０１０４】
　上下の開閉部材３０２，３０３における各開閉板部３０２ａ，３０３ａの前面側には、
塗装や印刷等の表面処理により機種に特有のキャラクタや模様が装飾として付され、上開
閉板部３０２ａの一部である後側傾斜面３４１にも装飾が付されている。後側傾斜面３４
１に付された装飾は、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態において常に遊技者から視認可能と
されている。また、上下の開閉板部３０２ａ，３０３ａの周辺部分を形成するベース部材
３０１の表面（前面）には、各開閉板部３０２ａ，３０３ａの単体より正面視で大きな対
象物を表示するために、上下の開閉板部３０２ａ，３０３ａの一方又は両方の前面部に付
された装飾を一部とする対象物の残り部分に対応する装飾が付され、上下の開閉板部３０
２ａ，３０３ａの一方又は両方と、ベース部材３０１の表面とによって一体的な対象物が
大きなサイズで表示可能とされている。
【０１０５】
　ここで、上側開閉部材３０２（上開閉板部３０２ａ）の後側傾斜面３４１は、前方斜め
下側を向いているので、自重により遊技領域を流下する遊技球が上開閉板部３０２ａの前
側を通過する際に、上開閉板部３０２ａに遊技球が衝突し難くなる。すなわち、自重に反
する方向に向かって遊技球が進行しない限り、上開閉板部３０２ａに遊技球が衝突し得な
いので、上開閉板部３０２ａに対して遊技球が接触する機会を少なくすることができ、偶
然に上開閉板部３０２ａに遊技球が衝突した場合であっても、その遊技球の衝突による衝
撃を小さくすることができる。よって、上側開閉部材３０２の上開閉板部３０２ａに対し
て施された装飾に対しての遊技球の衝突による装飾の損傷を少なくすることができるし、
上側開閉部材３０２に必要な強度を低く設定することができるので、上側開閉部材３０２
を軽量に薄く形成することができ、上側開閉部材３０２の設計自由度を高めたり、上側開
閉部材３０２やベース部材３０１、或いは、上側開閉部材３０２の駆動機構を低コストで
製造し易くしたりすることができる。例えば、下側開閉部材３０３によって開閉される下
可変入賞口８２ｂの横幅に比べて上側開閉部材３０２によって形成される上可変入賞口８
２ａの横幅を長く形成しつつ、駆動機構の駆動源としてのソレノイドは共通の部材を使用
し易くすることができる。
【０１０６】
　また、傾斜領域３２２が後方斜め下側に傾斜して設けられているので、傾斜領域３２２
の前側を上端部分とする装飾空間ＤＳを流下領域３２１の前側に容易に設置することがで
きる。この装飾空間ＤＳは、遊技球の前側に位置しているので、装飾空間ＤＳに設置され
る装飾体８５ｂは遊技者から視認し易く設置しつつ、遊技球の流下領域３２１は十分に確
保することができる。
【０１０７】
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　また、装飾空間ＤＳには、変位動作が可能な装飾体８５ｂが設置され、その後側におけ
る下可変入賞口８２ｂの視認し易さを装飾体８５ｂの配置位置に応じて変化させることが
できるので、遊技者が視認し難い状態としていた下可変入賞口８２ｂの視認性を必要なタ
イミングにおいて一時的に高めることができる。このため、多様な遊技性に対応した下可
変入賞口８２ｂを形成し易くすることができる。例えば、短時間の下可変入賞口８２ｂの
開放が実行される場合だけでなく、下可変入賞口８２ｂの開放動作が実行されない状況に
おいても装飾体８５ｂを動作させる制御を音声発光制御装置１４３の制御に付加すること
により、短時間の下可変入賞口８２ｂの開放を遊技者が認識し難いように構成することが
できる。
【０１０８】
　前面側カバー部３３１において前側傾斜面３３２ａの上側には、後方側に突出する突条
部３３３が前面側カバー部３３１における上部領域３２３に相当する高さ位置にて流下領
域３２１側に突出形成されている。突条部３３３は、左右方向において上可変入賞口８２
ａの形成される範囲全体を覆う長さにて横長に形成され、前側傾斜面３３２ａにおいて流
下領域３２１を形成する表面の上方に重なる位置に設けられている。このため、前面側カ
バー部３３１において流下領域３２１を形成する表面（流下領域形成面）のうち突条部３
３３の下側を含む前側傾斜面３３２ａの一部に遊技球が接触し難くなり、上開閉板部３０
２ａの前側傾斜面３３２ａに遊技球の衝突による損傷を少なくすることができる。よって
、前側傾斜面３３２ａを介して遊技者が視認する上可変入賞口８２ａの開閉動作及び上開
閉板部３０２ａの装飾を長期間にわたって視認し易い状態に維持することができる。
【０１０９】
　次に、図１３を参照して、上可変入賞口８２ａに関する構成について更に説明する。図
１３（ａ）は上可変入賞口８２ａの開放状態を示す説明図であり、図１３（ｂ）は上開閉
板部３０２ａの拡大図であり、図１３（ｃ）は上可変入賞口８２ａの閉鎖過程における上
開閉板部３０２ａの動作説明図である。なお、図１３（ａ）においては、理解を容易にす
るために、上可変入賞口８２ａの奥側に続く遊技球の通路を模式的に示し、図１３（ｂ）
においては、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態における上開閉板部３０２ａを示し、図１３
（ｃ）においては、上開閉板部３０２ａによって持ち上げられる遊技球を示すと共に、遊
技球と上開閉板部３０２ａの移動方向に対応する矢印を併せて示している。
【０１１０】
　上可変入賞口８２ａの開放状態においては、上開閉板部３０２ａの上端部分に相当する
先端部３４２は、前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａに近接して配置されている
。上開閉板部３０２ａの先端部３４２と前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａとの
距離は、前側傾斜面３３２ａによって遊技球の中心より下側に相当する前側下部を支持さ
れた遊技球が上開閉板部３０２ａに支持され、遊技球の自重によって上可変入賞口８２ａ
の奥側へ進行可能な程度に近接している。また、上開閉板部３０２ａにおいて装飾が施さ
れた後側傾斜面３４１とは逆の裏面が、先端部３４２から上可変入賞口８２ａに向かって
遊技球の下側を支持する支持面３４３を形成し、上開閉板部３０２ａの支持面３４３は、
前側傾斜面３３２ａに比べると緩い後方側への下り傾斜角度となって上可変入賞口８２ａ
の開放状態を形成している。
【０１１１】
　流下領域３２１へ進入した遊技球は、自重により下方に落下して傾斜領域３２２に進入
する。流下領域３２１から傾斜領域３２２に進入する遊技球のうち、遊技板２３ｂの前面
に沿って後側を流下する遊技球は、カバー傾斜壁部３３２によって下側が支持されること
なく、直接的に、上開閉板部３０２ａの支持面３４３に接触し、支持面３４３の傾斜に沿
って後方側へと誘導されて上可変入賞口８２ａへ入賞する。
【０１１２】
　流下領域３２１の前側を落下した遊技球は、傾斜領域３２２の上部においてカバー傾斜
壁部３３２の後面（前側傾斜面３３２ａ）に接触し、カバー傾斜壁部３３２に下側を支持
されつつ、僅かに後方に向かう斜め下側への傾斜領域３２２に沿って流下する。その後、
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上可変入賞口８２ａの前側に到達した遊技球は、傾斜領域３２２内に突出している上開閉
板部３０２ａの支持面３４３に接触し、上開閉板部３０２ａの支持面３４３の傾斜に沿っ
て後方へと誘導されて上可変入賞口８２ａへ入賞する。上可変入賞口８２ａの内部では、
遊技球が一列に連なるようにして下流側へと進行し、上可変入賞口８２ａへの遊技球の入
賞がセンサ３０４によって検知される。
【０１１３】
　このように、上開閉板部３０２ａが開放状態に対応する位置（第１位置）に配置された
状況においては、前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａにより斜め下側に誘導され
る遊技球の下側には、上開閉板部３０２ａの先端部３４２が近接し、上側開閉部材３０２
の上開閉板部３０２ａ（支持面３４３）により遊技球が前側傾斜面３３２ａと同一の誘導
方向側に相当する後方に誘導されて、上可変入賞口８２ａに遊技球が入賞する。このため
、下側部分が支持されずに重力のみが作用して落下する遊技球が上開閉板部３０２ａに衝
突する場合に比べて、上側開閉部材３０２に対する遊技球の衝撃力を低減することができ
る。
【０１１４】
　また、傾斜領域３２２に進入した遊技球のうち、上側開閉部材３０２の支持部分から遠
い位置に接触する遊技球についてはカバー傾斜壁部３３２に接触した後に、上開閉板部３
０２ａに接触する。支持部分から離れた位置に遊技球が衝突した場合に支持部分に発生す
る衝撃力が高くなるため、かかる場合には、カバー傾斜壁部３３２に一旦遊技球が支持さ
れることにより上開閉板部３０２ａに対する衝撃力を低減することができ、衝撃力を効果
的に抑制することができる。
【０１１５】
　また、上可変入賞口８２ａの開放状態においては、前側傾斜面３３２ａと上開閉板部３
０２ａとが、いずれも後方側に下り傾斜する遊技球の流路を形成している。このため、遊
技球の流下領域が鉛直上方に連続するか、僅かに前側に下り傾斜する場合に比べて、それ
ら前側傾斜面３３２ａと上開閉板部３０２ａとによって形成される遊技球の進路の角度変
化を少なくすることができる。よって、上可変入賞口８２ａの入口部分で遊技球が上下の
入口縁部分に衝突を繰り返して暴れるといった状況を回避して、上可変入賞口８２ａ内へ
遊技球を迅速に進入させることができる。
【０１１６】
　また、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態では、上側開閉部材３０２の上開閉板部３０２ａ
の前に、前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａと上側開閉部材３０２の上開閉板部
３０２ａとによって傾斜領域３２２が形成され、上開閉板部３０２ａが閉鎖状態において
予め斜めに配置されている（図１２参照）。このため、上開閉板部３０２ａが垂直に起立
して配置される場合に比べて、上側開閉部材３０２が閉鎖状態に対応する第２位置から開
放状態に対応する第１位置に変位する場合に必要な角度変化（変位量）を小さく設定する
ことができる。よって、上側開閉部材３０２の動作に必要な駆動機構として小容量のソレ
ノイドを採用するなど、駆動機構の構成部品を選定し易くしたり、上側開閉部材３０２の
変位動作を高速に設定し易くすることができる。
【０１１７】
　次に、上開閉板部３０２ａの形状について更に説明する。図１３（ｂ）に示すように、
上開閉板部３０２ａの後側傾斜面３４１は、装飾を付した薄板シート状の装飾板の前面に
よって形成され、装飾板が合成樹脂製の上開閉板部３０２ａの本体部分に接着等により一
体化されて上開閉板部３０２ａが構成されている。
【０１１８】
　上開閉板部３０２ａの先端部３４２には、図１３（ｂ）に示すように、上可変入賞口８
２ａの閉鎖状態において前側を向く上部前面３４４が形成され、その上部前面３４４の下
端より後方斜め下側に装飾が施された後側傾斜面３４１が連続している。上部前面３４４
と後側傾斜面３４１とが交差する稜線の高さ位置は、傾斜領域３２２の上端（詳細には、
傾斜領域３２２の背面側と上部領域３２３の背面側との境界）の高さと略一致した設定と
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され、上開閉板部３０２ａの前面のうち上部前面３４４については上部領域３２３の背面
側を形成し、後側傾斜面３４１は傾斜領域３２２の背面側を形成する。遊技者側から見た
場合には、上部前面３４４と後側傾斜面３４１との境界に相当する稜線Ｌ１と、ベース部
材３０１によって形成される上部領域３２３の前向き面３２３ａと傾斜領域３２２の傾斜
面３２２ａとの境界に相当する稜線Ｌ２とが略同一の高さ位置に設定されている（図１０
（ａ）参照）。
【０１１９】
　上開閉板部３０２ａにおいて上部前面３４４の裏面側に相当する支持面３４３の先端部
は、上部前面３４４及び後側傾斜面３４１の裏側において連続する傾斜部分を形成し、全
域において略平面状に形成されている。すなわち、上開閉板部３０２ａは、上部前面３４
４が設けられることにより先端部分が次第に薄くなる形状とされている。上可変入賞口８
２ａの開放状態においては、上部前面３４４が前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２
ａに近接して対向した状態とされ、上開閉板部３０２ａの先端部分における前側が切り欠
かれたように薄く形成されている分、支持面３４３の先端部分を前側傾斜面３３２ａに近
づけて配置することができる。よって、上可変入賞口８２ａの開放状態において、前側傾
斜面３３２ａから支持面３４３へと遊技球が円滑に進行し、上可変入賞口８２ａへの入賞
を迅速に発生させることができる。
【０１２０】
　また、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態においては、図１３（ｂ）に示すように、上開閉
板部３０２ａの上側には、ベース部材３０１の表面が位置し、その表面が上開閉板部３０
２ａの上部前面３４４と略同一の前方を向くように上方に連続している。よって、上部前
面３４４が設けられることにより、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態においては、上可変入
賞口８２ａの上端縁部分に不要に大きな凹み部分を形成する必要がなく、上可変入賞口８
２ａの閉鎖状態における見栄えを良好なものとすることができる。更に、上部前面３４４
と、その周辺部分（上側及び左右両側）との表面の向き及び前後位置についても略一致し
、上部前面３４４の上側だけでなく、左右両側についても上部前面３４４と略同一の前方
を向くように連続した形状となっているので、遊技者側から見た場合における上可変入賞
口８２ａの閉鎖状態における見栄えを一層良好なものとし、また、上開閉板部３０２ａと
、その周辺部分を形成するベース部材３０１の表面とに付された一体的な装飾を見栄えの
良いものとすることができる。
【０１２１】
　このように、遊技球を円滑に上可変入賞口８２ａへ入賞可能とするために上開閉板部３
０２ａの先端部に設けられた上部前面３４４は、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態において
はベース部材３０１の表面と略同一方向側を向く部位にして見栄えを良好にする部位とす
ることができるのである。すなわち、上可変入賞口８２ａの閉鎖状態において上開閉板部
３０２ａの上端部分に相当する上部前面３４４が傾斜領域３２２より上方側に位置する高
さに配置され、上開閉板部３０２ａの高さ方向における途中部分から傾斜領域３２２が形
成されている設定とすることにより、上可変入賞口８２ａに対しての遊技球の円滑な入賞
と、良好な見栄えという複数種類の効果を奏するものとすることができる。
【０１２２】
　次に、上可変入賞口８２ａの閉鎖過程における上開閉板部３０２ａの動作について説明
する。図１３（ｃ）に示すように、上開閉板部３０２ａの先端部３４２に遊技球が接触し
た状態において上可変入賞口８２ａが閉鎖されると、上開閉板部３０２ａの先端部３４２
によって遊技球が上側へ持ち上げられることとなる。この場合には、傾斜領域３２２を上
流側へと遊技球が逆行することとなり、遊技球は、真上でなく、傾斜領域３２２に沿った
前方斜め上方（図１３（ｃ）の遊技球に付した矢印方向）へと進行し得る。このため、遊
技球の中心に相当する重心位置が上開閉板部３０２ａの先端部３４２の進行方向に交差す
る方向側へ大きく移動し易くなり、上開閉板部３０２ａと、上可変入賞口８２ａの入口部
分との間に遊技球が挟み込まれる状況を防止することができる。
【０１２３】
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　また、上開閉板部３０２ａによる遊技球の上方への移動の際に、遊技球の一部は前面側
カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａに接触した状態となり得る。この遊技球が前側傾斜
面３３２ａに接触して斜め下側が前側傾斜面３３２ａに支持された状況においては、垂直
に形成された流下領域を遊技球が流下する場合に比べて、上開閉板部３０２ａの回動動作
に必要な回動力を低く抑えることができる。よって、少ない駆動力で迅速に上可変入賞口
８２ａを閉鎖することができる。
【０１２４】
　次に、図１４を参照して、下可変入賞口８２ｂに関する構成について更に説明する。図
１４は、下可変入賞口８２ｂの開放状態を示す説明図である。なお、図１４においては、
理解を容易にするために、下可変入賞口８２ｂの奥側に続く遊技球の通路を模式的に示し
、窓パネルユニット３０の背面に相当する透明ガラス３２の背面と、装飾体８５ｂの重複
位置における外形を一点鎖線により示し、遊技領域２３ａを流下する遊技球とその進路を
示す矢印を併せて示している。
【０１２５】
　下可変入賞口８２ｂの開放状態においては、下開閉板部３０３ａの先端部３５１は、前
面側カバー部３３１の下側部分を形成する壁部３３４に近接している。下開閉板部３０３
ａの先端部３５１と前面側カバー部３３１の壁部３３４との距離は、その壁部３３４に前
側が接触しつつ落下した遊技球であっても下開閉板部３０３ａの上に支持されて、遊技球
の自重によって下可変入賞口８２ｂの奥側へ進行可能な程度に近接している。
【０１２６】
　下開閉板部３０３ａにおいて装飾が施された前面とは逆の裏面側には、先端部３５１か
ら下可変入賞口８２ｂに向かって遊技球の下側を支持する支持面３５２が形成されている
。下可変入賞口８２ｂの開放状態において、下開閉板部３０３ａの支持面３５２は、上可
変入賞口８２ａの開放状態における上開閉板部３０２ａの支持面３５２と略同一の角度に
て後方側に下り傾斜する角度に設定されている。
【０１２７】
　また、下可変入賞口８２ｂの開放状態においては、前側傾斜面３３２ａと下開閉板部３
０３ａの支持面３５２（裏面）が同一方向側に下り傾斜する遊技球の流路を形成している
。このため、遊技球の流下領域が鉛直上方に連続するか、僅かに前側に下り傾斜する場合
に比べて、それら前側傾斜面３３２ａと下開閉板部３０３ａとによって形成される遊技球
の進路の角度変化を少なくすることができる。よって、下可変入賞口８２ｂの入口部分で
遊技球が上下の入口縁部分に衝突してばたつくといった状況を回避して、下可変入賞口８
２ｂ内へ遊技球を迅速に進入させることができる。
【０１２８】
　ここで、下可変入賞口８２ｂは、その上端が傾斜領域３２２の後側に位置する高さに設
定されている。すなわち、傾斜領域３２２の下端は、前側が低く、後側の方が高くなるよ
うに設定され、その前側部分の傾斜領域３２２下端部に対して後側に下可変入賞口８２ｂ
の上端部分が位置する（図１０（ｂ）参照）。また、下可変入賞口８２ｂは、傾斜領域３
２２に対して傾斜領域３２２の連続する方向側に重なって開口されている。このため、下
可変入賞口８２ｂの開放状態においては、前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａに
より、傾斜領域３２２を後方斜め下側に向かって流下した遊技球は、下可変入賞口８２ｂ
に向かって進行する。その進行した遊技球の少なくとも一部分が下可変入賞口８２ｂの開
口内に進入し、その後に、下側開閉部材３０３の下開閉板部３０３ａの支持面３５２に衝
突する。支持面３５２に衝突した遊技球は、支持面３５２の傾斜に沿って前側傾斜面３３
２ａと同一の方向側に相当する後方側に誘導されて、下可変入賞口８２ｂに遊技球が入賞
する。よって、入賞部内へ遊技球が迅速に進入し易く、且つ、鉛直下方に落下する遊技球
が下開閉板部３０３ａに衝突する場合に比べて、下側開閉部材３０３に対する遊技球の衝
撃力を低減することができる。
【０１２９】
　また、下可変入賞口８２ｂと傾斜領域３２２との高さ位置については、下可変入賞口８
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２ｂの開口上縁が、傾斜領域３２２の背面側を形成する傾斜面３２２ａの下端と略一致す
る高さに設定されている（図１０（ａ）参照）。すなわち、下可変入賞口８２ｂの開口上
縁に対して左右両側に、傾斜領域３２２の傾斜面３２２ａと下部領域３２４の前向き面３
２４ａとの境界に相当する稜線Ｌ３が略同一の高さ位置で略直線状に連続する外観形状と
なる。このため、下可変入賞口８２ｂとその周辺部分との外観に連続性を持たせて、機能
を重視したシンプルな外観の入賞口を実現すると共に、下開閉板部３０３ａと、その周辺
部分を形成するベース部材３０１の表面とに付された一体的な装飾を見栄えの良いものと
することができる。
【０１３０】
　また、下開閉板部３０３ａは、下可変入賞口８２ｂの閉鎖状態においては、傾斜領域３
２２の連続する方向に沿った後方斜め下側に重なって配置されるので、上下の可変入賞口
８２ａ，８２ｂが閉鎖された状況においては、下開閉板部３０３ａの表面（前面）に遊技
球が繰り返し衝突することとなり、表面が損傷し易くなる可能性がある。
【０１３１】
　これに対して、下開閉板部３０３ａの前側には装飾空間ＤＳが形成され、装飾空間ＤＳ
に設けられる装飾体８５ｂが下開閉板部３０３ａの前側に重なる重複位置（図１４の一点
鎖線）に配置可能とされている。このため、下開閉板部３０３ａの表面に損傷が生じても
、遊技者側からは、装飾体８５ｂによって下開閉板部３０３ａの表面が視認され難く、パ
チンコ機１０全体としての見栄えは一定以上の質感を維持することができる。
【０１３２】
　更に、下可変入賞口８２ｂの開放状態においては、図１４に示すように、装飾体８５ｂ
が下開閉板部３０３ａの前側に重ならない動作位置に移動するように、音声発光制御装置
１４３に制御される。この下可変入賞口８２ｂの開放状態においては、下開閉板部３０３
ａの表面は下側を向いて遊技者から視認し難くなるので、下開閉板部３０３ａの表面の装
飾が遊技球の繰り返しの衝突によって劣化したとしても、その装飾は遊技者から視認し難
くすることができ、長期間にわたって下可変入賞口８２ｂ周辺部分の見栄えを良好なもの
とすることができる。
【０１３３】
　なお、本発明は、上記実施形態に限られることはなく、例えば、以下に記載するように
変形して実施しても良い。この場合に、以下に記載する各構成を上記実施形態に対して適
用しても良く、以下に記載する複数の構成を組み合わせて上記実施形態に対して適用して
も良い。
【０１３４】
　上記実施形態においては、上下の可変入賞口８２ａ，８２ｂを有する構成について説明
したが、いずれか一方の可変入賞口を省略しても良く、この場合であっても傾斜領域３２
２の後側又は斜め下側に可変入賞口を設置したことによる上記各効果を奏するものとする
ことができる。
【０１３５】
　傾斜領域３２２に対する上下の開閉板部３０２ａ，３０３ａの高さ位置として、上記実
施形態における高さ位置に必ずしも配置する必要はなく、上開閉板部３０２ａの全体を傾
斜領域３２２の後側に位置する配置としても良いし、下開閉板部３０３ａの上端部分が傾
斜領域３２２の傾斜面３２２ａの一部を構成するように、上記実施形態に比べて傾斜領域
３２２に対して高い位置に下開閉板部３０３ａを配置しても良い。
【０１３６】
　上記実施形態においては、傾斜領域３２２を含む流下領域３２１を区画する壁面形状（
例えば、ベース部材３０１、上下の開閉板部３０２ａ，３０３ａ、前面側カバー部３３１
において遊技球に接触する面）は、貫通穴や深い溝のない略平面状に構成したが、必ずし
も連続した平面によって形成する必要はなく、遊技球が通過する領域を区画可能な形状で
あれば他の形状でも良い。例えば、複数のスリットが貫通形成された格子形状によって流
下領域を形成しても良いし、複数の貫通孔が千鳥格子状に形成された網目形状によって流
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下領域を形成しても良い。
【０１３７】
　上記実施形態においては、上可変入賞口８２ａの開放状態においては、傾斜領域３２２
に進入した遊技球の一部が前面側カバー部３３１の前側傾斜面３３２ａに接触した後に上
可変入賞口８２ａに入賞する構成としたが、傾斜領域３２２の傾斜を更に急傾斜にしたり
、傾斜領域３２２の長さを長くするなどして、上可変入賞口８２ａへ入賞する遊技球の全
てが一旦前側傾斜面３３２ａによって前側下部を支持された後に、上開閉板部３０２ａに
支持されて上可変入賞口８２ａに入賞する構成としても良い。
【０１３８】
　上記実施形態においては、前側傾斜面３３２ａに接触した後に上可変入賞口８２ａに遊
技球を誘導する上開閉板部３０２ａの支持面３４３は、前側傾斜面３３２ａより後方側に
緩く傾斜する構成としたが、必ずしも支持面３４３の全体が前側傾斜面３３２ａより後方
側に緩く傾斜する必要はなく、前側傾斜面３３２ａと支持面３４３との両方に遊技球が接
触する少なくとも一部分に前側傾斜面３３２ａより後方側に緩く傾斜する支持面３４３が
設けられていれば良い。
【０１３９】
　上記実施形態においては、遊技領域２３ａの全部が窓パネルユニット３０の領域内に位
置して窓パネルユニット３０により遊技領域２３ａの全部が覆われる構成としたが、遊技
領域２３ａの一部分が窓パネルユニット３０に対して外側に張り出す配置としても良い。
【０１４０】
　上記実施形態においては、上側開閉部材３０２の上開閉板部３０２ａの前側には傾斜領
域３２２が配置される構成としたが、前側傾斜面３３２ａが上開閉板部３０２ａの前側に
なく、上開閉板部３０２ａの前側の流下領域が垂直に形成されても良く、この場合であっ
ても、上開閉板部３０２ａの後側傾斜面３４１が上可変入賞口８２ａの閉鎖状態において
前方斜め下側を向くので、遊技球の衝突による損傷を低減することができる。
【０１４１】
　上記実施形態においては、上可変入賞口８２ａは、遊技領域の後側にて前方に開口し、
上側開閉部材３０２が前側に傾倒して上可変入賞口８２ａを開放させる上開閉板部３０２
ａを有する構成を説明したが、必ずしも入賞口が前方に開口する構成とする必要はなく、
左右方向のいずれか一方に相当する側方に開口する構成としても良い。この場合であって
も、遊技球が斜めに流下するように遊技球の下側を支持する支持部と、その支持部より緩
い下り傾斜角度にて遊技球の下側を支持して遊技球を入賞口へ誘導する動作部材を設ける
ことにより、入賞口内へ遊技球を迅速に進入させる入賞装置を実現することができる。
【０１４２】
　本発明を上記実施形態とは異なるタイプのパチンコ機等に実施しても良い。例えば、一
度大当たりすると、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生するま
で、大当たり期待値が高められるようなパチンコ機として実施しても良い。また、大当た
り図柄が表示された後に、所定の領域に球が入賞することを必要条件として特別遊技状態
となるパチンコ機として実施しても良い。また、大当たり等の抽選機能のないいわゆる普
通機として採用されても良い。球が所定の入賞口に入ることで特別遊技状態となるパチン
コ機として実施しても良い。また、球が循環する封入式のパチンコ機に実施しても良い。
さらに、パチンコ機以外にも、アレンジボール型パチンコ、雀球等の各種遊技機として実
施するようにしても良い。
【０１４３】
　＜上記実施形態から抽出される発明＞
　以下、上記した実施形態から抽出される発明群の特徴について、必要に応じて効果等を
示しつつ説明する。なお以下においては、理解の容易のため、上記各実施形態において対
応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この括弧書き等で示した具体的構成に限定される
ものではない。また、各特徴に記載した用語の意味や例示等は、同一の文言にて記載した
他の特徴に記載した用語の意味や例示として適用しても良い。
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【０１４４】
　＜特徴Ａ群＞
  遊技機の一種であるパチンコ機は、遊技球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊
技盤を備えている。遊技盤には、遊技領域を流下する遊技球を必要に応じて入賞口に入賞
させることができる可変入賞装置（入賞装置）が設けられ、この入賞装置は、遊技球が入
球可能な開口である入賞口（入賞部）と、この入賞口を閉鎖した閉鎖位置と開放した開放
位置との間を変位する動作部材と、入賞口に入球した遊技球を検出するセンサとを備えて
いる。通常の遊技状態では、遊技球が入賞できない閉鎖位置に動作部材が配置され、遊技
者にとって有利な遊技状態（例えば大当たり状態）になると、遊技球が入賞しやすい開放
位置と通常の閉鎖位置との間を繰り返して変位するようになっている（例えば、特開２０
０１－２３９０１５号公報参照）。
【０１４５】
　しかしながら、入賞装置に設けられる動作部材に対しては、開放位置においてはもちろ
ん、閉鎖位置においても遊技球が衝突することがあり、動作部材に遊技球が衝突を繰り返
すと、動作部材や、その周辺部品が破損してしまう可能性がある。
【０１４６】
　ここで、動作部材等が破損してしまうと、見栄えが悪くなることはもちろん、必要なタ
イミングで有利な遊技状態を発生させられない可能性もあり、遊技者に本来得られるはず
の利益を提供できない可能性もある。このような事態を回避するためには、遊技球の繰り
返しの衝突に対して動作部材等が破損しないように、周辺部品の配置を考慮しつつ十分に
安全な設計をし、且つ、その耐久性を確認する試験等も長期にわたって実施しなければな
らない。このため、入賞装置を含む新機種の開発が予定以上に長期化してしまったり、十
分に安全な強度を確保するためにコストが嵩んで高価になってしまう可能性があるという
問題点がある。
【０１４７】
　＜特徴Ａ１＞
　遊技球が流下する遊技領域（遊技領域２３ａ）に、遊技球が入球した場合に賞球が払い
出される入賞部（上可変入賞口８２ａ）が設けられた遊技機（パチンコ機１０）において
、
　前記入賞部に遊技球が流入可能な第１位置（開放状態に対応する位置）と、該第１位置
より前記入賞部へ遊技球が流入し難い又は遊技球が流入し得ない第２位置（閉鎖状態に対
応する位置）との間を変位する動作部材（上側開閉部材３０２）を備え、
　前記動作部材は、前記第２位置に配置された状態において、前記遊技領域の一部を構成
する所定の流下領域（傾斜領域３２２）の背面側を、前方斜め下側を向く表面（後側傾斜
面３４１）により形成する前面部（上開閉板部３０２ａ）を有していることを特徴とする
遊技機。
【０１４８】
　特徴Ａ１記載の遊技機によれば、入賞部の入賞し易さを変化させる動作部材を設置し易
くすることができる。すなわち、動作部材の前面部が前方斜め下側を向いているので、前
面部に遊技領域を流下する遊技球が衝突しにくくなる。このため、前面部の表面に対する
遊技球の接触を少なくし、且つ、遊技球の衝突による衝撃を小さくすることができる。よ
って、動作部材の前面部に対して装飾を施した場合には、遊技球の衝突による装飾の損傷
を少なくすることができ、又は、動作部材に必要な強度を低く設定することができるので
、動作部材の設計自由度を高めたり、低コストで製造し易くしたりすることができる。
【０１４９】
　＜特徴Ａ２＞
　前記前面部に対して遊技球が通過可能な間隔を隔てた前側に位置して前記所定の流下領
域の前面側を形成する部位であって、透光性を有する材料により形成された前面側カバー
部（前面側カバー部３３１）を備え、
　該前面側カバー部は、前記前面部に対向する表面が後方斜め上側を向き、前記所定の流
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下領域を流下する遊技球の下側を支持して後方斜め下側に向かって遊技球を流下させる下
側支持部（前側傾斜面３３２ａ）を備えていることを特徴とする特徴Ａ１記載の遊技機。
【０１５０】
　特徴Ａ２記載の遊技機によれば、前面側カバー部の下側支持部と動作部材の前面部によ
り遊技機の後方斜め下側に傾斜した遊技球の流下領域を、所定の流下領域として形成する
ことができ、動作部材が第２位置から第１位置に変位する場合に必要な変位量を小さく設
定することができる。このため、動作部材の動作に必要な駆動手段を選定し易くしたり、
動作部材の変位動作を高速に設定し易くする等、動作部材の設計や製造を一層好適化する
ことができる。
【０１５１】
　＜特徴Ｂ群＞
  遊技機の一種であるパチンコ機は、遊技球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊
技盤を備えている。遊技盤には、遊技領域を流下する遊技球を必要に応じて入賞口に入賞
させることができる可変入賞装置（入賞装置）が設けられ、この入賞装置は、遊技球が入
球可能な開口である入賞口（入賞部）と、この入賞部を閉鎖した閉鎖位置と開放した開放
位置との間を変位する動作部材と、入賞部に入球した遊技球を検出するセンサとを備えて
いる。通常の遊技状態では、遊技球が入賞できない閉鎖位置に動作部材が配置され、遊技
者にとって有利な遊技状態（例えば大当たり状態）になると、遊技球が入賞しやすい開放
位置と通常の閉鎖位置との間を繰り返して変位するようになっている（例えば、特開２０
０１－２３９０１５号公報参照）。
【０１５２】
　しかしながら、遊技領域を下方に向かって落下する遊技球に対して、動作部材により下
側を支持しつつ遊技盤の後側に遊技球の進路を変化させて入賞部内へ遊技球を進入させる
構成においては、遊技領域内から入賞部内へ誘導される過程において進路の変化する角度
が大きくなり易く、入賞部の入口部分で遊技球が周辺部品に衝突を繰り返すなど、遊技球
を円滑に入賞部内へ誘導することが難しい場合が生じ得る。
【０１５３】
　＜特徴Ｂ１＞
　遊技球が流下する遊技領域（遊技領域２３ａ）に、遊技球が入球した場合に賞球が払い
出される入賞部（上可変入賞口８２ａ）が設けられた遊技機（パチンコ機１０）において
、
　前記入賞部に遊技球が流入可能な第１位置（開放状態に対応する位置）と、該第１位置
より前記入賞部へ遊技球が流入し難い又は遊技球が流入し得ない第２位置（閉鎖状態に対
応する位置）との間を変位する動作部材（上側開閉部材３０２）を備え、
　前記動作部材が第２位置に配置された状態において、該動作部材の一方側を遊技球が流
下する構成とされ、
　当該遊技球が流下する所定の流下領域の上面側の少なくとも一部は、前記動作部材によ
って形成され、
　前記動作部材の一方側において前記動作部材が位置する側に遊技球が斜めに流下するよ
うに遊技球の下側を支持する第１支持部（前側傾斜面３３２ａ）が設けられ、
　前記動作部材は、前記第１位置において前記下側支持部に下側を支持された遊技球を前
記入賞部に進行可能な程度に前記下側支持部に近接又は接触する先端部と、該先端部から
前記入賞部に向かって前記第１支持部より緩い下り傾斜角度にて遊技球の下側を支持する
第２支持部（支持面３４３）とを有していることを特徴とする遊技機。
【０１５４】
　特徴Ｂ１記載の遊技機によれば、入賞部へ遊技球を好適に誘導可能な動作部材を備えた
遊技機を提供することができる。すなわち、動作部材が第１位置に配置された状況におい
ては、第１支持部により斜め下側に誘導される遊技球の下側に動作部材の先端部が近接又
は接触し、動作部材の第２支持部により遊技球が第１支持部と同一方向側に誘導されて入
賞部に遊技球が入賞する。このため、遊技球が下側部分を支持されずに直接重力が作用し
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ている状況において動作部材に遊技球が衝突する場合に比べて、動作部材に対する遊技球
の衝撃力を低減することができる。また、第１支持部と第２支持部とが同一方向側に下り
傾斜することとなるため、それら支持部に下側を支持される遊技球の進路の変化を少なく
して、入賞部内へ遊技球を迅速に進入させることができる。
【０１５５】
　また、動作部材が第２位置から第１位置へと変位する初期段階において、入賞部を閉塞
させる部位（開閉部）の自由端側に相当する先端部の上に偶然に遊技球が位置しても、第
１位置へ遷移する過程において、その先端部上から傾斜領域の上流側へ遊技球を移動し易
くすることができる。よって、遊技球が入口部分で挟み込まれる事態が生じ難い入賞部を
実現することができる。
【０１５６】
　なお、動作部材は、流下領域を流下する遊技球が第１支持部に支持された後に第２支持
部によって下側を支持する高さ位置に設置されていることが好ましい。
【０１５７】
　＜特徴Ｂ２＞
　前記動作部材は、前記第２位置において、前記第２支持部を一面側とした場合における
反対面側に相当する部位によって前記流下領域の一部であって前記第１支持部に支持され
た遊技球が流下する所定の流下領域の後方斜め上側部分を形成する傾斜面部（後側傾斜面
３４１）と、該傾斜面部より上方側に連続して前記傾斜面部より前面側を向く上部前面部
（上部前面３４４）とを有し、
　前記第２位置に配置された状態における前記動作部材の上部前面部に対して上側には、
該上部前面部と略同一の前方側を向き、前記上部前面部と共に前記所定の流下領域の背面
側を形成する上側面部（ベース部材３０１の表面）が設けられていることを特徴とする特
徴Ｂ１記載の遊技機。
【０１５８】
　特徴Ｂ２記載の遊技機によれば、動作部材において第２支持部が設けられる面の反対側
に上側面部が設けられているので、入賞部を閉塞させる部位（開閉部）の自由端側に相当
する先端部の厚みが次第に第２支持部に近づくように、次第に薄くなる形状となる。この
ため、動作部材が第１位置に配置された状況において第２支持部の先端部分を第１支持部
に近づけて配置することができ、第１支持部から第２支持部へ遊技球が円滑に進行し、入
賞部への入賞を迅速に発生させることができる。
【０１５９】
　ここで、従来のように、流下領域の後側を形成する平面形状の範囲内に、入賞部に対応
する開口を形成し、開閉部の先端部が次第に薄くなる形状とした場合には、動作部材が第
２位置に配置された状況において入賞部の上端部に、先端部を薄く形成した分の凹みが入
賞部の上縁に沿って連続して形成されて見栄えを損ねてしまう。
【０１６０】
　これに対して、特徴Ｂ２記載の遊技機によれば、動作部材が第２位置に配置された状況
において上部前面部の上側に上側面部が略同一の前方側を向く構成とされている。このた
め、開閉部の先端部が次第に薄くなる形状としていても、動作部材が第２位置に配置され
た状況において入賞部の上端部分に大きな凹み部分を形成する必要がない。よって、入賞
部に対しての遊技球の円滑な入賞を実現しつつ、入賞部の見栄えを良好なものとすること
ができる。
【０１６１】
　＜特徴Ｃ群＞
  遊技機の一種であるパチンコ機は、遊技球が流下する遊技領域が前面側に形成される遊
技盤を備えている。遊技盤には、遊技領域を流下する遊技球を必要に応じて入賞口に入賞
させることができる可変入賞装置（入賞装置）が設けられ、この入賞装置は、遊技球が入
球可能な開口である入賞口（入賞部）と、この入賞部を閉鎖した閉鎖位置と開放した開放
位置との間を変位する動作部材と、入賞部に入球した遊技球を検出するセンサとを備えて
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いる。通常の遊技状態では、遊技球が入賞できない閉鎖位置に動作部材が配置され、遊技
者にとって有利な遊技状態（例えば大当たり状態）になると、遊技球が入賞しやすい開放
位置と通常の閉鎖位置との間を繰り返して変位するようになっている（例えば、特開２０
０１－２３９０１５号公報参照）。
【０１６２】
　しかしながら、遊技領域を下方に向かって落下する遊技球に対して、動作部材により下
側を支持しつつ遊技盤の後側に遊技球の進路を変化させて入賞部内へ遊技球を進入させる
構成においては、遊技領域内から入賞部内へ誘導される過程において進路の変化する角度
が大きくなり易く、入賞部の入口部分で遊技球が周辺部品に衝突を繰り返すなど、遊技球
を円滑に入賞部内へ誘導することが難しい場合が生じ得る。
【０１６３】
　＜特徴Ｃ１＞
　遊技球が流下する遊技領域（遊技領域２３ａ）に、遊技球が入球した場合に賞球が払い
出される入賞部（下可変入賞口８２ｂ）が設けられた遊技機（パチンコ機１０）において
、
　前記入賞部に遊技球が流入可能な第１位置（開放状態に対応する位置）と、該第１位置
より前記入賞部へ遊技球が流入し難い又は遊技球が流入し得ない第２位置（閉鎖状態に対
応する位置）との間を変位する動作部材（下側開閉部材３０３）を備え、
　前記入賞部より高い位置には、前記遊技領域の一部を構成する領域であって、後方斜め
下側に向かって遊技球を流下させる傾斜領域（傾斜領域３２２）が設けられ、
　前記入賞部は、前記遊技領域を流下する遊技球が前記第１位置に配置された前記動作部
材によって後方側に誘導されるように前記遊技領域の後側にて前方側に開口形成され、前
記傾斜領域の連続する方向に沿った後方斜め下側に重なる高さ位置に設けられていること
を特徴とする遊技機。
【０１６４】
　特徴Ｃ１記載の遊技機によれば、入賞部へ遊技球を好適に誘導可能な動作部材を備えた
遊技機を提供することができる。すなわち、動作部材が第１位置に配置された状況におい
ては、傾斜領域を後方斜め下側に向かって流下した遊技球は、遊技球の一部分が入賞部内
に進入した後、動作部材によって後方側に誘導されて入賞部内へと進行する。このため、
入賞部内へ遊技球が進入し易く、且つ、入賞部内へ進行する遊技球の進路の角度変化を少
なくすることができ、入賞部の入口部分で遊技球が上下の入口縁部分に衝突してばたつく
といった状況を回避して、入賞部内へ遊技球を迅速に進入させることができる。また、動
作部材による入賞部への遊技球の誘導は、傾斜領域における遊技球の進路と同一方向側で
あるので、遊技球が動作部材に接触した場合における遊技球の進路を変更させるために必
要な力を少なくして、動作部材に対する遊技球の衝撃力を低減し、動作部材を破損し難く
することができる。
【０１６５】
　なお、特徴Ｃ１記載の入賞部は、傾斜領域の下部の後側に重なって位置する配置として
も良く、これにより、遊技球を入賞部へ効率良く進入させることができる。
【０１６６】
　＜特徴Ｃ２＞
　前記傾斜領域及び前記入賞部の前側に位置する流下領域の前面側を形成する部位であっ
て、透光性を有する材料により形成された前面側カバー部（前面側カバー部３３１）と、
　前記前面側カバー部を含む前記遊技領域の全体又は大部分の前側を覆う、透光性を有す
る材料により形成された遊技領域カバー部材（透明ガラス３１，３２）と、
　該遊技領域カバー部材と、前記前面側カバー部との間に形成される装飾空間に設けられ
る、所定の装飾が付された装飾部（装飾体８５ｂ）とを備え、
　前記入賞部は、前記装飾空間に対して後側に重なる高さ位置に設けられ、
　前記前面側カバー部は、前記傾斜領域の前側を形成する部位の表面が後方斜め上側を向
き、前記所定の流下領域を流下する遊技球の下側を支持して後方斜め下側に向かって遊技
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球を流下させる下側支持部（前側傾斜面３３２ａ）を備え、
　前記前面側カバー部の下側支持部と前記遊技領域カバー部材との間には、前記装飾空間
の少なくとも上部が、上側ほど次第に前後の隙間幅が狭まる形にて形成され、
　前記装飾部は、前記第２入賞部に重なる重複位置と、当該重複位置に比べて前記入賞部
に重ならない動作位置との間を変位可能に構成されていることを特徴とする特徴Ｃ１記載
の遊技機。
【０１６７】
　特徴Ｃ２記載の遊技機によれば、傾斜領域の下側に、遊技者によって視認し易い装飾空
間を容易に設置しつつ、遊技球の流下領域を確保し易くすることができる。また、装飾空
間には、変位可能な装飾部が設置され、その後側における入賞部の視認し易さを装飾部の
配置位置に応じて変化させることができるので、遊技者が視認し易い状態で動作可能な入
賞部を一時的に視認し難い状態にして、多様な遊技性に対応した入賞部を形成し易くする
ことができる。
【０１６８】
　また、動作部材が第２位置に配置された状況においては、傾斜領域の連続する方向に沿
った後方斜め下側に重なって動作部材が位置するので、動作部材の表面（前面）に遊技球
が繰り返し衝突することとなるものの、動作部材の前側には装飾空間が設けられ、装飾部
を必要に応じて配置することができる。このため、動作部材の表面に損傷が生じても、遊
技者側からは、装飾部によって動作部材の表面が視認され難く、遊技機全体としての見栄
えは一定以上の質感を維持することができる。
【０１６９】
　ここで、特徴Ｃ１及びＣ２記載の入賞部を下側入賞部（下可変入賞口８２ｂ）とし、下
側入賞部は、装飾空間に対して後側であって、特徴Ａ群及び特徴Ｂ群として記載の動作部
材に対応する入賞部としての上側入賞部（上可変入賞口８２ａ）に対して下側に位置し、
上側入賞部とは別に、遊技球の入賞し易さが変動する部位としても良く、これにより、上
下の入賞部を共通の傾斜領域を利用して省スペースに効率良く設置することができる。
【０１７０】
　なお、特徴Ａ１，Ａ２、特徴Ｂ１，Ｂ２及び特徴Ｃ１，Ｃ２に記載の少なくとも１つの
特徴を他のいずれか又は複数の特徴に組み合わせて適用しても良い。以下には、上記した
各特徴を適用し得る遊技機の基本構成を示す。
【０１７１】
　パチンコ遊技機：遊技者が操作する発射操作手段と、その発射操作手段の操作に基づい
て遊技球を発射する遊技球発射手段と、その発射された遊技球を所定の遊技領域に導く通
路部と、遊技領域内に配置された各遊技部品とを備え、それら各遊技部品のうち所定の通
過部を遊技球が通過した場合に遊技者に特典を付与する遊技機。
【産業上の利用可能性】
【０１７２】
　以上のように、この発明は、パチンコ機等の遊技機に適している。
【符号の説明】
【０１７３】
　１０…パチンコ機、２３ａ…遊技領域、３１，３２…透明ガラス、８２ａ…上可変入賞
口、８５ｂ…装飾体、３０２…上側開閉部材、３０２ａ…上開閉板部、３０３…下側開閉
部材、３２２…傾斜領域、３３１…前面側カバー部、３３２ａ…前側傾斜面、３４１…後
側傾斜面、３４３…支持面、３４４…上部前面
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